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体育・スポーツ教育研究（第18巻第１号）

合同開催　第５回大学体育研究フォーラム
平成28年度九州地区大学体育連合春季研修会　開催要項

【期　　日】　　2017年３月14日（火），15日（水）
【開催場所】　　沖縄県青年会館（〒900-0033　沖縄県那覇市久米2-15-23）
【主　　催】　　九州地区大学体育連合，公益社団法人全国大学体育連合
【共　　催】　　名桜大学リベラルアーツ機構
【後　　援】　　別府大学，大学体育スポーツ高度化共同専攻（筑波大学 ･鹿屋体育大学），
　　　　　　　福岡大学スポーツ科学部
【協　　賛】　　沖縄ツーリスト（株）
【日　　程】

１日目（３月14日火曜日）

時　間 プログラム

11：00～12：30
12：00～13：00
13：00～13：10
13：10～14：40

14：50～16：55
17：05～18：05

18：05～18：55
19：15～　　　

九体連理事会（関係者）
受付
開会式・挨拶
ワークショップ　小林 雄志 氏（立命館大学　共通教育推進機構）
「インストラクショナルデザインを用いた大学体育授業設計」
研究報告，事例報告：１演題15分（質疑応答含む）
特別講演　橋本 公雄 氏（熊本学園大学）
「大学体育の価値と評価」
九体連総会（関係者）
情報交換会

２日目（３月15日水曜日）

時　間 プログラム

８：30～９：00
９：00～10：40
10：50～12：20

12：20～13：20
13：20～14：50

受付
研究報告，事例報告：１演題15分（質疑応答含む）
シンポジウム
『大学体育の価値と評価　－体育実技授業の実践と効果－』
「自己成長を図る授業の立場から」西田 順一 氏（群馬大学）
「健康・体力・技能向上を図る立場から」木内 敦詞 氏（筑波大学）
「社会的スキル向上を図る立場から」杉山 佳生 氏（九州大学）
昼食
ラウンドテーブルディスカッション
テーマ①　「大学体育授業におけるルーブリックの活用」
テーマ②　「安全で楽しい授業創造を目指した球技の
　　　　　ティーチングティップス」
テーマ③　「アクティブラーニングを用いた大学体育」
テーマ④　「日本版 NCAA設立に向けての動向と課題」
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研究報告プログラム＜３月14日（火）14：50～16：56　2F梯梧の間＞

【１日目：研究報告】

座長１　熊谷　賢哉（長崎国際大学）

研究-1

14：50～15：05 スポーツ実習におけるボウリングの授業が学生の感情変容に及ぼす影響
－特に一過性の変容について－

○杉浦春雄，坂本太一（岐阜薬科大学）

研究-2

15：07～15：22
ダンスの専門家及び小・中・高等学校の体育教員が有する表現系ダン
ス・リズム系ダンスの技能評価観点の事例分析：大学ダンス授業におけ
る技能評価力の育成のために

○栫ちか子，金高宏文（鹿屋体育大学）

研究-3

15：24～15：39 分野連携による体育科目の新しい役割
－キャリア形成支援の観点から－

○西村次郎，松尾美香（岡山理科大学），望月雅光（創価大学）

座長２　栗木　明裕（筑紫女学園大学）

研究-4

15：50～16：05 茨城県の高等教育機関における教養体育の教育システム分析

○梶田和宏，川戸湧也（筑波大学大学院），木内敦詞，長谷川悦示（筑波大学）

研究-5

16：07～16：22 大学体育授業における学修成果の先行要因
－受講者のパーソナリティ特性と授業経験による検討－

○西田順一（群馬大学），橋本公雄（熊本学園大学），藤原大樹（保健医療経営大学）

研究-6

16：24～16：39 初年次教育における大学体育授業の意義と役割に関する調査研究

○中山正剛（別府大学短期大学部），小林勝法（文教大学），平工志穂（東京女子大学），
北徹朗（武蔵野美術大学）

研究-7

16：41～16：56 大学体育授業における教員の指導行動と主観的恩恵の関連性

○藤塚千秋（熊本学園大学），中須賀巧（兵庫教育大学），山﨑将幸（東亜大学），
橋本公雄（熊本学園大学）
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研究報告プログラム＜３月15日（水）９：00～10：40　2F梯梧の間＞

【２日目：研究報告】

座長３　山﨑　将幸（東亜大学）

研究-8

９：00～９：15 通信制大学のスクーリングにおける学生及び教員のストレス評価
－唾液アミラーゼを指標として－

○服部由季夫（星槎大学），北徹朗（武蔵野美術大学），渋谷聡（星槎大学）

研究-9

９：17～９：32 通信制大学のスクーリングにおける学生および教員の心理的変化
－宿泊型授業でヨガによる心理的効果はあるのか－

○渋谷聡，服部由季夫（星槎大学），北徹朗（武蔵野美術大学）

研究-10

９：34～９：49 大学生のスポーツ経験と意識に関する調査報告
－全国16大学・短期大学にて実施した大規模調査－

○難波秀行（日本大学），小林勝法（文教大学）

座長４　北　徹朗（武蔵野美術大学）

研究-11

９：51～10：06 部活動・サークルへの積極的な参加と大学生の学校適応感との関係

○須﨑康臣，杉山佳生，斉藤篤司（九州大学大学院人間環境学研究院）

研究-12

10：08～10：23 大学体育における柔道授業の実施状況と課題

○川戸湧也，梶田和宏（筑波大学大学院），木内敦詞，長谷川悦示（筑波大学）

研究-13

10：25～10：40 地域スポーツ教室の参加継続に関わる要因の検討
－参加した親子の継続意志に着目して－

○元嶋菜美香，熊谷賢哉，宮良俊行，金相勳，田井健太郎（長崎国際大学）
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事例報告プログラム＜３月14日（火）14：50～16：56　2F大ホール＞

【１日目：事例報告】

座長１　秀　泰二郎（福岡大学）

事例-1

14：50～15：05 大学と地域・産業を繋ぐ正課外教育プログラムの事例
－大学ゴルフ授業の課題と試行－

○北徹朗（武蔵野美術大学），森正明（中央大学）

事例-2

15：07～15：22 ICT教材を用いた大学体育実技のパイロットスタディ
－初年次体育授業の主観的恩恵評価尺度（PBS-FYPE）の変容からの検討－

○山﨑将幸（東亜大学）

事例-3

15：24～15：39 大学水泳授業における自己保全および他者救助プログラムの実践報告

○遠矢英憲，田原亮二（名桜大学）

座長２　水﨑　佑毅（福岡大学）

事例-4

15：50～16：05 ウェイトトレーニングの授業におけるマッスルスキンスーツの有効性

○小谷究（日本体育大学）

事例-5

16：07～16：22 専門性向上をねらいとした通年体育授業の取り組み事例

○山下陽平（関西大学）

事例-6

16：24～16：39 体育実技におけるリーダーシップ教育の試み
－大学体育でリーダーシップは育成できるか－

○若月徹，宮澤（桂華）麻希（藤田保健衛生大学）

事例-7

16：41～16：56 座学授業における体験学習動画活用の可能性

○築山泰典，藤井雅人（福岡大学）
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事例報告プログラム＜３月15日（水）９：00～10：40　2F大ホール＞

【２日目：事例報告】

座長３　中山　正剛（別府大学短期大学部）

事例-8

９：00～９：15 大学生の体育授業種目選択行動とライフスキルとの関連

○東海林祐子（慶應義塾大学）

事例-9

９：17～９：32 ASASPO倶楽部の活動報告－登録者を増やす取り組みについて－

○水崎佑毅，秀泰二郎（福岡大学スポーツ科学部），橋本和俊（びわこ成蹊スポーツ大学），
山﨑郁美，森本百合香，檜垣靖樹，田中守（福岡大学スポーツ科学部）

事例-10

９：34～９：49 ASASPO倶楽部における新プログラムの導入－現状と今後の課題－

○秀泰二郎，水崎佑毅，山﨑郁美，森本百合香，檜垣靖樹，田中守（福岡大学スポーツ科
学部）

座長４　仲田　好邦（名桜大学）

事例-11

９：51～10：06 オリンピック教育における「金栗四三」の教材価値

○柿山哲治（福岡大学）

事例-12

10：08～10：23 大学体育授業における視覚障害者スポーツ（ゴールボール）の実践
－筑波技術大学教育関係共同利用拠点事業の利用報告－

○栗原浩一，香田泰子，天野和彦，中島幸則，向後佑香（筑波技術大学）

事例-13

10：25～10：40 段階表を用いた水泳授業の取り組み事例
－技能向上を把握できる評価表の検討－

○太田あや子（武蔵丘短期大学）
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大学体育授業のためのインストラクショナルデザイン

立命館大学 共通教育推進機構 講師　小　林　雄　志 
※2017年４月より岡山大学�全学教育・学生支援機構�助教

はじめに
インストラクショナルデザイン（ID）の基本は，出
口と入口を明確にし，そのギャップをいかに埋めるか
を設計することにある。これを大学の授業に置き換え
ると，どのような受講生を対象として（入口），どの
ような学習目標を達成させるか（出口）を明確にし，
どのように受講生を学習目標の到達へと導くかを設計
する，ということになる。ごく当たり前のように聞こ
えるが，このような視点で設計された大学の授業はこ
れまでにそれほど多くはなかったように感じる。多く
の大学教員は授業設計の理論を学んだうえで教員に
なっている訳ではないので，自身が受けてきた授業の
「経験」をベースに担当授業を設計・実施してきたも
のと想像される。大学体育の授業担当者も，自身が受
けてきたスポーツ指導や体育授業の経験をもとに授業
設計を行ってきた場合が多いのではないだろうか。
そもそも体育・スポーツの世界において，IDとい
う言葉はあまり馴染みのない言葉であろう。日本にお
いて，IDが注目を集めるようになったのは eラーニ
ングが普及し始めた2000年頃である。当時の eラーニ
ングは，紙媒体のコンテンツをそのまま電子化・映像
化しただけのものがほとんどであり，多額の費用をか
けて作ってはみたものの全く効果の上がらない，いわ
ゆる「やってがっかり eラーニング」が多かった（鈴
木，2013）。そのような「やってがっかり eラーニン
グ」を防止・解決し，効果・効率・魅力を高めるため
に活用されてきたのが IDである。そして現在の大学
教育改革の流れの中で，再び IDが注目を集めてきて
いる。日本教育工学会 FD特別委員会が実施している
「大学教員のための FD研修会」は IDの理論をベース
にしており（日本教育工学会 FD特別委員会，2015），
東京大学 大学総合教育研究センターが開発したオン
ライン講座である「インタラクティブ・ティーチン
グ」（栗田ら，2017）においても IDの理論である
「ADDIEモデル」や「ガニェの９教授事象」が扱われ
ている。これらはいずれも大学教育関係者から注目を
集めている講座である。このような背景の中，大学に

おいて体育授業を担当する先生方にも IDが注目され
始めているが，まだ多くの体育・スポーツ関係者には
知られていないのが現状である。
そこで本ワークショップでは，IDに関する学位「修
士（教授システム学）」を授与している日本で唯一の
大学院である熊本大学大学院 社会文化科学研究科 教
授システム学専攻の教員として私が２年間過ごした経
験を踏まえ，本フォーラム参加者の方々に IDの基本
的な考え方・理論をお伝えするとともに，参加者間で
のディスカッションを通して IDに関する理解を深め
てもらうこととした。具体的には，90分間のワーク
ショップを「IDの概要」，「ガニェの９教授事象」，
「ARCSモデル」をテーマとした３つのセッションに
分け，それぞれセッションの最初に10分程度の短い講
義を行った後に，その講義内容に関する個人・グルー
プワークを20分程度行う形で進行した。

インストラクショナルデザインの概要
鈴木（2004）によれば，「インストラクショナルデ
ザイン（ID）［Instructional Design］とは，教育活動
の効果と効率と魅力を高めるための手法を集大成した
モデルや研究分野，またはそれらを応用して学習支援
環境を実現するプロセスのことを指す」と IDは定義
されている。本ワークショップにおける最初のセッ
ションでは，こうした IDの基本的な考え方について
説明を行った後に，参加者自身がこれまでにどのよう
に授業を作ってきたか（経験ベースであったか，FD

研修で得た知識の活用をしてきたか等）を振り返るこ
とを個人ワークとして課した。また，グループワーク
では，個人で振り返った内容をグループ内でシェアし
た後に，共通点や相違点についてディスカッションを
行ってもらった。このワークショップとして最初のグ
ループワークということもあり，お互いに簡単な自己
紹介をするように指示させて頂いたが，最初は静か
だった会場が徐々に賑やかになり，このワークを通じ
て打ち解けた雰囲気になっていく様子がうかがえた。
会場全体で各グループの意見をシェアする時間におい

ワークショップ
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て，参加者全体に「以前から IDのことを知っていた
か」という質問を行ったところ，「知っていた」と答
えた参加者はやはり少数で１割にも満たない程度で
あったが，数名に対して個別に話をうかがったとこ
ろ， FD研修等で得た知識は積極的に活用しており，
IDについても取り入れられるところは取り入れよう
という意欲のある参加者が多い印象であった。

ガニェの９教授事象
２つ目のセッションでは，授業・研修の効果を高め
るためのモデルとして用いられている「ガニェの９教
授事象」を取り上げた。「ガニェの９教授事象」は
Robert M. Gagneが提唱したモデルで，学習支援のた
めの働きかけを，認知心理学をベースに，導入－情報
提示－学習活動－まとめの流れの順に，９種類にまと
めたモデルである（鈴木，2014）。（以下，鈴木（1995）
より抜粋）

導入
１．学習者の注意を獲得する
２．授業の目標を知らせる
３．前提条件を思い出させる
情報提示
４．新しい事項を提示する
５．学習の指針を与える
学習活動
６．練習の機会をつくる
７．フィードバックを与える
まとめ
８．学習の成果を評価する
９．保持と転移を高める

このセッションのワークでは，まず自分の担当して
いる授業（担当していない人はこれまでに受けてきた
授業）で，９教示事象に対応する働きかけを行ってい
るかをチェックしてもらい，行っていない部分につい
てはヒント集を参考にその対策を検討してもらった。
参加者からは「１の注意の獲得などは行っているが，
３の前提条件を思い出させることが抜けていて，それ
は自分だけでなくグループ全体に共通していること
だった」等の意見が聞かれた。 

ARCSモデル
最後のセッションにおいては，授業・研修の魅力を
高めるために用いられる「ARCSモデル」を取り上げ

た。ARCSモデルは John M. Kellerによって提唱され，
心理学研究などに基づいて，学習意欲停滞の原因を４
つの要因に分類し，原因に応じた動機づけのための作
戦を必要な分だけ織り込んでいくためのモデルである
（鈴木，2014）。本モデルにおける４つの要因とは，面
白そうだな（注意：Attention），やりがいがありそう
だな（関連性：Relevance），やればできそうだな（自
信：Confidence），やってよかったな（満足感：
Satisfaction）であり，その頭文字をとって ARCSと命
名されている。また，ARCSモデルを授業や研修を改
善していくための具体的な指針として，鈴木（2002）
によって提案されている「ARCS動機づけモデルに基
づくヒント集」では，以下に示すとおり４つの要因ご
とに動機づけのためのヒントが３種類ずつ提示されて
いる。（以下，鈴木（2002）より抜粋）

注意（Attention）〈面白そうだなあ〉
目をパッチリ開ける
A-1：知覚的喚起（PerceptualArousal）
好奇心を大切にする
A-2：探求心の喚起（InquiryArousal）
マンネリを避ける
A-3：変化性（Variability）
関連性（Relevance）〈やりがいがありそうだなあ〉
自分の味付けにする
R-1：親しみやすさ（Familiarity）
目標を目指す
R-2：目的指向性（Goal Orientation）
プロセスを楽しむ
R-3：動機との一致（Motive Matching）

自信（Confidence）〈やればできそうだなあ〉
ゴールインテープをはる
C-1：学習要求（Learning Requirement）
一歩ずつ確かめて進む
C-2：成功の機会（Success Opportunities）
自分で制御する
C-3：コントロールの個人化（Personal Control）

満足感（Satisfaction）〈やってよかったなあ〉
無駄に終わらせない
S-1：自然な結果（Natural Consequences）
ほめて認めてもらう
S-2：肯定的な結果（Positive Consequences）
自分を大切にする
S-3：公平さ（Equity）
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このセッションでは，まず参加者自身が担当してい
る授業について A・R・C・Sのどの要素が含まれて
いて，どの要素が不足しているかをチェックしても
らった。次に「ARCS動機づけモデルに基づくヒント
集」を参考に，授業の改善策を考えてみてもらった。
参加者からは，「必修の体育授業ではモチベーション
の低い学生もいるため，そういった学生に対する働き
かけを考えるうえでヒント集が役立ちそう」という意
見も聞くことができた。

おわりに
近年，学生が主体的・能動的に学ぶような授業への
転換が求められる中で，体育以外の授業においては
IDを活用した授業改善が広く実施されている。「体育
は他の授業科目とは異なる」というご意見もあるかも
しれないが，体育授業は単なるスポーツ指導ではなく
大学の「授業」である以上，その改善のために IDの
理論やモデルは十分に役立つものと考えられる。本
ワークショップをきっかけに，体育授業改善のための

新たな道具として，少しでも多くの大学体育教員の
方々に IDを活用していただければ幸いである。

文　　献
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大学体育の価値と評価
―身体活動・運動・スポーツと自己成長―

熊本学園大学　橋　本　公　雄

はじめに
わが国の大学は明治10年に東京大学が創立され，ド
イツのフンボルト的大学観に大きく影響を受け，教育
と研究をミッションとしてスタートした。戦後，学制
改革が行われ，旧学制から新学制へ移行したが，ミッ
ションは教育と研究のまま変わらなかった。しかし，
大学はエリート段階から大衆化（マス）段階を超え，
すでに進学率50%以上のユニバーサル段階（トロウ，
M., 1973）に至っている。よって，大学の質も，また
社会状況も変わってきた。この状況に鑑み，中央教育
審議会（中教審，2005）や文部科学省（文科省，
2006）では，近年大学の機能・役割を検討し，第三の
使命として社会貢献を追加した。つまり，現在の大学
は教育，研究，社会貢献の３つをミッションとしてい
るのである。そこで本稿では，大学体育における教育
と研究に焦点を当て，その価値と評価を論じることに
したい。

１．大学体育と大学体育連合
まず，大学体育（保健体育）と大学体育連合設立の
初期の歴史をみておくことにする（表１）。昭和24年，

≪プロフィール≫
所　　属　熊本学園大学・教授
専門領域　健康運動心理学，スポーツ心理学
略　　歴
　1966年（昭和41年）３月　宮崎県立延岡高等学校卒業
　1966年（昭和41年）４月　熊本大学教育学部保健体育科入学
　1970年（昭和45年）３月　同大学卒業
　1970年（昭和45年）４月　福岡工業大学着任
　1987年（昭和62年）３月　同大学退職
　1987年（昭和62年）４月　九州大学健康科学センター着任
　2012年（平成22年）３月　同大学退職
　2012年（平成22年）４月　熊本学園大学社会福祉学部着任
　　　　　　　　　　　　　現在に至る

新制大学がスタートしたとき，保健体育は必修科目
（卒業要件単位）としてカリキュラムの中に組み込ま
れた。そこで，体育関係者は全国大学保健協議会を設
立し（昭和27年），保健体育のあり方を検討すること
になる。しかし，ただスポーツ種目を教材として実技
授業を行う大学体育に対しては外部からの評価は厳し
く，表２に示すように昭和44年，中教審は必修として
の保健体育に対して否定的な答申案を検討した。つま
り，課外活動の充実と保健体育の卒業要件の弾力化で
あり，昭和45年に開催された日本体育学会では，この
喫緊の課題をシンポジウムで取り上げ議論するなど大
いに揺れた。その後，体育関係者による諸機関への働
きかけにより保健体育は一応必修科目として残った。
しかし，大学体育の問題が解決，理解されたわけでは
なく，引き続き保健体育のあり方を検討しなければな
らない状況に変わりなかった。全国大学保健協議会
は，より社会的に認められる機関として，法人格を有
する社団法人全国大学体育連合（大体連）が設立され
（昭和48年），発展的に解消された。

特別講演
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九州はこれらの全国の動きに敏感であり，歩調を合
わせるがごとく，九州地区保健協議会（昭和44年）や
九州地区大学体育連合（九体連，昭和50年）を設立し，
保健体育のあり方を検討していった。当初，九州は全
国からの要請もあり，大体連の基本構想の草案作成に
大いに貢献した。九州大学の体育教員を中心として福
岡に在住する若手教員で若手研究会を立ち上げ，草案
を検討し，大体連の夏期・冬期研修会で報告・討議を
繰り返した。その結果，大体連の旧綱領が作成された
次第である。
大体連や九体連は保健体育の必修科目としての存続
に尽力していたが，平成３年の大学設置基準の大綱化
によって，保健体育科目は各大学の裁量に任され，私
立大や短大を中心に選択化が行われた。現在では，国
立大学でも選択化が進行しており，大学体育は危機的
状況にあるといえる。このような中，九州では，私立
大学において大学体育関連科目の再必修化もみられる
が，当該大学（東海大，福岡国際大，崇城大）の体育
教員の尽力の賜物といえる。

２．大学体育授業のプロジェクト研究
１）大学体育の価値に関する実証的研究
九体連は大体連の基本構想の具現化に着手し，正課
体育，課外体育，健康管理に関し，大学体育の価値と
評価を高めるためプロジェクト研究を始めた。正課体
育に関しては，「大学における一般体育実技の社会心
理学的研究－」と題して，大学体育実技の人間関係の
醸成効果（大体連の研究助成，昭和52年度），人間性

を高める体育授業，そして，生涯体育の視点からみた
大学体育のあり方に関する研究（文部省科研費総合，
昭和53・54年度）など，外部資金を獲得して研究を
行った。これらの研究で明らかになったことは下記の
とおりである。

　１．在学生にとって，人間関係の醸成効果は認めら
れる。

　２．卒業生にとって，正課体育の価値・評価は認め
られない。

このように，大学体育は在学生においては人間関係
の醸成という意味で価値は認められるが，社会人と
なった卒業生においては，保健体育科目の内容はほと
んど記憶に残っておらず，価値や評価は認められてい
ないのである。正課の体育授業よりむしろ課外の運動
部活動の記憶が鮮明に残っており，その活動の意義や
価値を述べていた。このことは残念ながら現在もあま
り変わらないと思われる。

２）独創的な体育授業プログラムの開発と三元論的相
互干渉モデル
九体連では，「大学体育科目を必修として守る」「大
学体育授業の効果を明らかにし，対外的に価値と評価
を高める」ことを目的に活動していたが，より本格的
に大学体育の教育効果をあげるために授業研究を行う
ことを理事会で決定し，平成16年に理事全員で大学ス
ポーツ文化に関する研究と大学体育授業改善に関する
研究の２つの研究プロジェクトを編成し，科研費申請
を行うこととした。幸い後者の大学体育授業研究が採
択され，その授業研究は今日まで継続されている。

これまで採択された科研費は表３に示しているが，
研究課題は「独創的大学体育授業プログラムの開発」
である。当初の２回（平成17-19年度）は近年の大学生
のメンタルヘルスの悪化（精神的側面），コミュニケー

 高等教育の段階でこれから力を入れる必要があるのは課
外の体育活動に対する指導の充実など、大学生活全体を
通して体育を重視するとともに、全学生を対象とする保
健管理を徹底することである。この場合、保健体育の単
位の卒業の要件として、画一的かつ形式的に課すだけで
はその本来の目的は達成されない。今後は各高等教育機
関がその教育方針に応じ、この単位を弾力的に取り扱え
るように改めるとともに、指導体制の充実を施設の整備
を図るべきである。

年　度 種　別 研究課題

平成年度 科研費 大学生の心身の健康問題に対処しうる独創的
体育プログラム開発のための企画調査

平成年度 科研費 大学生の心身の健康問題に対処しうる独創的
体育プログラム開発

平成年度 科研費 行動科学に基づく大学生の心身の健康問題に
対処しうる独創的体育プログラム開発

平成年度 科研費 行動科学に基づく大学生の自己成長を促す独
創的体育プログラム開発と検証

平成年度 科研費 行動理論に基づく大学生の自己成長を促す挑
戦的課題達成型授業の開発とモデル検証

表３．九州の大学体育授業研究（科研費採択）

表２．中教審答申案（昭和44年）

昭和年 新制大学の発足と大学体育の必修化

昭和年 全国大学保健協議会設立

昭和年 中央教育審議会答申案、九州地区保健体育協
議会設立

昭和年 日本体育学会大会（国士舘大学）

昭和年 社団法人全国大学体育連合

昭和年 九州地区大学体育連合設立

表１．全国大学体育連合と九州地区大学体育連合の関係
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ション・スキル（社会的側面）や体力（身体的側面）
の低下に鑑み，大学生の心身の健康問題に対処しうる
大学体育を模索し，効果検証の授業研究に取り組んだ。
３度目の科研費（平成21-23年度）では，大学の授
業研究は小・中学校とは異なる理論・モデルベースで
授業を行うこととし，行動科学（トランスセオレティ
カル・モデル，社会的認知理論）と行動変容技法（目
標設定法，モニタリング法，ソーシャルサポートなど）
の導入を図った。
平成23年度までの７年間の大きな研究成果は，全国
初となる「未来を拓く大学体育― 授業研究の理論
と方法 ― （橋本・根上・飯干，2012）」を出版でき
こと，そして図１に示す「価値」「魅力」「冒険・挑戦」
からなる授業プログラムづくりの三元論的相互干渉モ
デルを構築した（根上，2008；橋本・根上・飯干，
2012）ことであろう。

この相互干渉モデルの「魅力」とは，学生の視点か
らみた授業内容であり，魅力ある授業づくりが重要で
あることは異論ないだろう。しかし，学生に寄り添っ
ただけの授業ではなく，学生が好むと好まざるとにか
かわらず，大学で教えなければならない内容があり，
これが価値ある授業となる。この「魅力」と「価値」
を融合した授業プログラムが授業内容では必要となる。
しかし，実技授業は身体活動・運動をとおした実践教
育の場であり，人間力を育むこと可能性を有している
と考えられる。そこで，人間的成長を図るためには，
「挑戦・冒険」という課題達成型の授業内容を組み込む
ことが必要となる。これは学生のみならず教師の自己
成長にもつながる論理である。この３つの視点で授業
プログラムを構成していくところに大学体育による人
間力を高める教育が可能となるというわけである。

３．教養教育としての大学体育
橋本（2012）は大学体育授業の成果として，わが国
の査読論文をレビューし，下記の内容を抽出している。

　１．身体的効果（体力向上，体脂肪率の低下）
　２．精神的・心理的効果（ポジティブ感情の増加，

自己概念や自己効力感の向上）
　３．社会的効果（コミュニケーションスキル，ライ

フスキルの向上，人間関係の醸成）
　４．生活習慣の改善

しかし，大学体育は上記のような心身の健康の改善・
向上に関する教育を行うことだけで良いのだろうか？
健康問題への対処は大学体育の本質ではなく部分的な
ものをみているに過ぎないのではないだろうか。つま
り，「木を見て森を見ず」ということである。これらの
議論が噴出し，大学体育授業研究の視点が健康問題へ
の対処から自己成長の向上へとシフトしていった。
では，大学体育で何を教育するのか？多くの大学で
は健康科学の関連科目が設置され，講義では健康・体
力の維持増進に関する知識や具体的な方法が教授され
ている。しかし，受講した学生がその知識や実践法を
学生生活のなかで取り入れられているのだろうか。行
動変容技法を用いて健康科学の講義を行うと，学生生
活の中で身体活動・運動が促進されることが明らかに
されているので（橋本，2004；2006），「今，ここに生
きる」ための講義を行うには，行動変容技法などを用
いる必要があるかもしれない。
一方，実技・実習のほうをみると，健康科学実習

（トレーニング法）は一般的に学生にとってあまり魅
力はないので，一過性の実習で終わっている。その点，
スポーツ種目を選択させる実技は学生にとっては魅力
的で評価も高い。しかし，スポーツ種目の技術の向上
を図り，運動・スポーツを楽しませるだけの授業に終
始している。
このような大学体育の実態と現状のなかで，何を，
どのように教育すればよいのか。その１つとして，自
己成長を促す授業が考えられる。これは長年の大学体
育授業研究を推進し行き着いた大学体育の教育の視点
である。近年，各省庁から学士力（中教審），社会人
基礎力（経産省），就業力（文科省），人間力（内閣府）
など社会で生き抜くために必要な力の養成が叫ばれて
いる。よって，体育実技授業をとおしてこのような人
間力の向上に迫る教育を行う要があるだろう。つま
り，大学体育が教養教育として存続し続けるために
は，大学体育でしかできない特有の教育を行う必要が
あるわけである。そのためには，根上（2008）が提示
した自己成長を促す体育授業プログラムづくりの「三
元論的相互干渉モデル」は極めて有効であり，このモ

図１．授業プログラムづくりの三元論的相互干渉モデル
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デルに準拠した授業内容で構成し，具体的展開を図る
ことであろう。
そこで，九体連からは独立して，新たな大学体育授
業研究プロジェクトを若手教員で組織し，４度目の平
成24-26年度科研費（B）「行動科学に基づく大学生の
自己成長を促す独創的体育プログラムの開発と検証」
を進めた（表３）。
しかし，実際にこの研究を進めるうえでさまざまな
問題があがった。たとえば，下記のような問題である。

　・自己成長の規定の問題（生きる力，人間力，社会
人基礎力，など）

　・自己成長の測定の問題
　・自己成長を促す授業プログラムの問題

大学体育実技授業でどのような自己成長を目指し，
それをどのようにプログラム化するかが非常に難しい
という難題を抱えてしまい，研究が思うに進まなかっ
た。そこで引き続き，５度目の平成28-30年度科研費
（B）「行動理論に基づく大学生の自己成長を促す挑戦
的課題達成型授業の開発とモデル構築」を申請し，現
在自己成長を促す授業プログラムの開発とともに，実
技授業にともなう自己成長の向上効果のメカニズムを
明らかにする研究を進めている次第である。
体育実技授業による自己成長向上の仮説モデルを図
２に示した。実技授業は心理的，社会的，身体的な恩
恵をもたらす（橋本，2012；西田・ほか，2015）。こ
れらの恩恵はささやかな自己成長としての自己への気
づきを促し，引いてはポジティブ徳性の向上・強化を
促すというモデルである。現在，それぞれの変数を測
定する尺度開発を進めている。

４．普遍的価値としてのポジティブ徳性
自己成長をポジティブ徳性としている所以について
記しておきたい。21世紀に入り，北米心理学会でポジ
ティブ心理学が台頭した（島井，2006）。1998年に，M. 

Seligmanがアメリカ心理学会の会長講演の中で，ポ
ジティブ心理学運動を推進しようと呼びかけたことに

端を発している。ポジティブ心理学の研究領域はポジ
ティブ徳性（強み・長所），ポジティブ感情，そして
ポジティブな制度・社会である。
ポジティブ徳性とは，人間の強み・長所（character 

strength）を意味するが，６つの美徳（Vatue）と24個
の強み／長所からなる（表４）。これらの美徳や強み・
長所という徳性は普遍的な価値の内容であり，道徳の
徳とは異なり，能力とも異なるものとされている。ポ
ジティブ徳性の強化法としていくつかのエクササイズ
が提案されているが，「うまくいったこと日誌」モニタ
リングはその１つである（成瀬，2012；宇野，2014）。
しかし，勇敢さ，忍耐力，誠実さ，熱意，忠実心，
公正さ，リーダーシップ，審美心，感謝，希望，ユー
モア，寛大さ，謙虚さ，慎重さ，自制心，親切，愛情，
好奇心，向学心，判断力，独創性などの徳性は，どれ
をひとつとってもスポーツの経験や体験をとおして育
まれる可能性がありそうである。そこで，自己成長指
標としてこのポジティブ徳性（強み・長所）をあげる
こととなった次第である。

スポーツのドラマチック体験によるポジティブ徳性
への影響を図３に示した。スポーツドラマチック体験
とは，練習や試合を通して体験した心に残る良い出来
事や悪い出来事を含むエピソードである（橋本，2005）。
ポジティブ徳性にスポーツ競技歴（経験年数）は関係
しておらず，ドラマチック体験が強く関係しているこ
とが明らかにされ，スポーツドラマチック体験→心理
的スキル→ポジティブ徳性のメカニズムは成立するこ
とが示されている（北井・橋本・石橋・小澤，2013）。図２．体育実技授業による仮説的自己成長モデル

美徳（） 強み長所（ ）

勇気 勇敢さ、忍耐力、誠実さ、熱意

正義 忠実心、公正さ、リーダーシップ

超越性 審美心、感謝、希望、ユーモア、精神性

節度 寛大さ、謙虚さ、慎重さ、自制心

人間性 親切、愛情、社会的知性

知恵と知識 好奇心、向学心、判断力、独創性、大局観

表４．ポジティブ徳性の美徳と強み・長所

図３．��スポーツドラマチック体験にともなうポジティブ徳
性の向上
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６．挑戦的課題達成型授業による自己成長を
促す授業の事例

スポーツ活動ではドラマチックな体験は練習や試合
で日常茶飯事生起しているが，週１回の体育実技授業
でそのような体験をすることはめったにない。そこ
で，感動体験を呼び起こす授業を目指して，挑戦的課
題達成型の授業を行うこととした。つまり，毎時間の
授業で挑戦的な目標を設定し，その達成に向けて取り
組むという授業プログラムである。そのために，行動
変容技法として，下記の３つを用いている。

　・モニタリング法
　　授業記録票，うまくいったこと日誌
　・目標設定法（SMART）
　・ソーシャルサポート

１）モニタリング法
授業では，モニタリング法として授業記録票とうま
くいったこと日誌を用いている。
授業記録票は１枚のカード（表裏）に単元の課題，
目標設定，１分間測定，振り返り，目標達成への満足
度が記載できるようになっている。一方，うまくいっ
たこと日誌は別冊子を用いて毎時間の授業終了後にう
まくいったことを３つ挙げさせ，なぜうまくいった
か，その理由を書かせるものである。このモニタリン
グ法による自己成長の介入モデルを図４に示した。う
まくいったこととはささやかな成功体験を意味してい
るが，成功体験は自己効力感の向上において重要な資
源となる。この自己効力感がモニタリング法によって
向上し，ポジティブ徳性が強化されるというメカニズ
ムである。これは身体活動・運動にともなうポジティ
ブ徳性の強化・向上（図４）の補完的な役割を果たす
と考えている。

２）目標設定法
目標設定法は SMARTを指導する。SMARTとは目

標設定法の原則を示したものであり，Specific（特定
的），Measurable（測定可能），Accountable（自己責任），
Realistic（現実的），Time bound（達成期限）の英語
の頭文字を取った略称である。授業前に授業記録票に

挑戦的目標を立てさせ，終了後に目標達成の満足度を
記載させる。

３）ソーシャルサポート
ソーシャルサポート（社会的支援）は，健康行動の
継続の支援などに用いられるもので，対人関係の中で
の手助けを意味する。この中には，情緒的サポート，
情報的サポート，手段的サポート，評価的サポートが
ある（Hause, 1981）が，このうち情報的サポートを
取り入れている。授業は予習型を行っているため，
ホームワークとして次週の課題に関する情報をレポー
トで提出させる。このレポートを授業中に用い，情報
的サポートとして活用している。

このような授業方法は，どのようなスポーツ種目の
授業にも援用できる。ただ単に当該スポーツの技術指
導を受け，ゲームが楽しめるようになる，という以上
の，新たな自己への気づき，自己効力感の向上，そし
てポジティブ徳性の強化・向上という自己成長が起こ
るとみているが，実証的研究は現在進行中である。

＜授業レポート＞
最後に，バドミントン授業での学生のレポートをい
くつか紹介する。
「バドミントンを通して，様々なことを学んだ。相
手とコミュニケーションを取ることによって社会的
に，運動をすることによって技術的に，折れない心を
持つことによって精神的に自己成長することができ
た。」
「毎回自己成長のために目標設定を身体的，精神的，
社会的に分けて，それぞれの時間で，決めた目標に向
かって挑戦していきました。そのようなことに挑戦し
ていったため，バドミントンの腕も上がっていき，精
神的にも強くなり，仲間とのコミュニケーションも
とっていくことができました。このようなことは，私
を確実に自己成長させてくれたと思います。」
「この授業で学んだことは目標設定→挑戦という流
れです。この方法はこれからの人生の様々な場面で使
えると思います。」
「授業中に毎回目標設定をきちんと行い，自己成長
を実感するということは，これから自分で何かを始め
る場合などで，大変役に立つことだと思う。」
以上は一例であるが，挑戦的課題達成型の体育実技
授業を通じて，確かに自己成長が図られていることが
推察される。

図４．��うまくいったこと日誌モニタリングによるポジティ
ブ徳性向上のメカニズム
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おわりに
大学体育授業の恩恵の主張だけでは外部からの評価

は得られないだろう。なぜなら，身体活動・運動を促進
すれば運動の恩恵を享受できるからであり，何も大学体
育の科目としておく必要はないことになるからである。
つまり，価値はわかるが，評価は得られないのである。
よって，大学体育の教育，つまり自己成長を促す教育を
主張する必要がある。自己成長の指標にポジティブ徳性
（普遍的な価値）を据えることによって，価値教育が生
まれる。したがって，この価値教育を行うことを主張す
ることで評価が高まると考えるのである。
近年，九体連の春期研修会は大学体育・スポーツ・
健康に関する情報交換の場から大学体育授業研究の成
果発表の場へと質的転換が行われることになった。大
学では教育と研究が重要であるが，すべての教員が教
育・指導の場としての授業を重視し，学生の自己成長
を促す授業の改善に向けた研究を行っていくべきと考
えている。このような地道な活動によって大学体育の
新たな価値が創造され，外部からの評価が高まるので
はないだろうか。
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大学体育の価値と評価
―体育実技授業の実践と効果―

コーディネーター　　　　　�
九州大学　斉　藤　篤　司�

シンポジスト　　　　　　　�
群馬大学　西　田　順　一�

筑波大学　木　内　敦　詞�

九州大学　杉　山　佳　生 

【概　要】
教養教育における大学体育の目的はその大学のポリシーに沿ったものであるべきです。しかし，学生を評価する
のは大学ではなく，体育教員でもなく，社会です。もちろん体育だけで，学生がつくられるわけではありません。
しかし，そこに教養教育としての体育がどう関わるかを考えずに，大学体育の目的も評価もないと考えます。大学
体育における目的と評価は体育内部で完結させるのではなく，社会にどのようなベネフィットをもたらすかに重き
を置くことが必要ではないでしょうか。大学体育の将来に向けて，今一度，考えてみましょう。

シンポジウム

自己成長を図る授業の立場から
� 群馬大学　西　田　順　一

大学体育授業の極めて重要なバリュー
近年，高等教育機関では各学部等にてカリキュラム
ポリシーが設けられ，それに基づき共通教養科目，専
門科目などのカリキュラムが設置されている。学生は
自身の将来設計や卒業要件を考慮し，科目選択を行
い，学修し単位を取得する。とりわけ，教育職員免許
取得を希望する学生の場合，「教育職員免許法‘第
六十六条の六’」により日本国憲法二単位，体育二単
位，外国語コミュニケーション二単位及び情報機器の
操作二単位は必須取得単位である。このことは特定の
職業人の養成要件ではあるが，依然として，体育は教
育者を養成する上で欠かせない科目を意味し，わが国
の教育の根幹をなしているとも捉えられる。これらよ
り本シンポジウムでは大学体育授業の学びは何か，ま
た大学体育授業を通じ如何に自己成長を図るかについ
て，これまでの研究成果を基に考察を試みた。

大学体育授業のラーニング・アウトカム
大学体育授業での学びや身に付けたことに関して，
体育授業の履修学生989名を対象にフリーアンサーの
調査を実施した。そこでは2,503個の記述が得られ，
形態素解析により意味内容のまとまりを10個に分類し
た。さらに，意味内容から作成した質問項目を準備し，
大学体育授業の学修成果の程度を捉えられる心理学的
評価ツールの標準化を試みた。結果，「運動スキル・
練習方法の習得」「協同プレーの価値理解とコミュニ
ケーション能力の向上」「ストレス対処とポジティブ
感情の喚起」「体力・身体活動の増強」「基礎的な生活
習慣の確立」の５つの側面から成る評価尺度が作成さ
れた（“PBS-FYPE： Perceived Benefits Scale in univer-

sity First-Year PE classes”）。そして，履修したスポー
ツ種目によって，さらには大学体育授業でのアプロー
チ（内容，教員，指導法等）の差異によって学修成果
が異なることが明らかにされた。加えて，大学体育授
業での学修成果が大学適応感に結びつく点も検証し
た。すなわち，大学体育授業の学びは多面的であり，
授業の枠を超え，大学生活の適応感にまで波及効果を
もたらすという貴重な可能性を示すに至った。 
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大学体育授業による自己成長促進モデル
ここでは，＜大学体育授業での経験＞→＜大学体育
授業の学修成果（主観的恩恵評価）＞→＜自己成長感
（心理的 well-beingの下位尺度「人格的成長」）＞とい
う「自己成長促進モデル」を仮説的に構築し，大学体
育授業，とりわけ，冬季野外実習授業についてモデル
の検証を行った。その結果，大学体育授業の主観的恩
恵評価と人格的成長との関連に比べ，大学体育授業経
験と人格的成長との関連は概ね弱いことが明らかと
なった。また，「人格的成長」へは大学体育授業の主
観的恩恵評価の「体力・身体活動の増強」「運動スキ
ル ･練習方法の習得」が影響を及ぼすことが示唆され
た。さらに，主観的恩恵評価には，大学体育授業での
「挑戦達成」という経験が影響を及ぼしていることが
示された。
これらの知見は，学生の内在的能力を養成する際，
如何なる学修成果の獲得を意図すべきか，同時に学修
成果を獲得する方略を考えるための貴重な資料である
と考えられる。

健康・体力・技術向上を図る立場から
� 筑波大学　木　内　敦　詞

【概要】
大学体育は「健康教育をするべきでない」「運動技
能上達が唯一の目標だ」との一部の教員の主張は極端
に過ぎる。本シンポで扱う健康 ･体力 ･技能の向上，
社会的スキルの獲得，自己成長を追求する生き方や考
え方は，「身心の健康と社会性」であり，それらを身
体活動の実践を通して実現しようとするのが体育であ
る。以下に，大学体育の改善へ向けた３つの提案を行
う。

１．良質な健康教育を大学体育が担う責任
現在，国内の大学で開講される体育授業の開講形態
は，講義よりも実技が圧倒的に多い。実技を通した教
育を重視することは妥当といえるが，実技だけで大学
体育の目指す教育目標を達成できるとは思えない。実
技を通した教育を重視しつつ，それを支える質の高い
講義を，実技を担当するのと同じ体育教員が提供する
べきである。学生は，身体活動 ･運動 ･スポーツの価
値を実技で「実感」し，講義で理解し「納得」する。
このような効果的な循環を促す授業設計が，大学体育
には必要である。2000年以降，運動疫学研究の国際的
な進展によって，身体活動の持つ健康効果は従来認識

されていたものより格段に高いことが次々と明らかに
なってきた。そのような知見を学術的に学生へ伝え，
彼らの身心の健康と社会性を引き上げられるのは，全
国の大学にいる体育教員である。

２．態度教育を堂々と大学体育の中心に
卒業生と退職教員を対象とした調査（松田ほか，
2012）によると，大学体育三大意義「健康 ･安全 ･体
力の保持増進と向上」「人間 ･ 人間関係の形成」「ス
ポーツの普及と振興」のうち，教員は「人間 ･人間関
係の形成」を最も教えたと思っている一方で，学生は
最も学んでいないと評価した。教養体育に期待される
のは，知識や技能よりもむしろ態度 ･精神であるにも
関わらず，である。嘉納治五郎の言葉「順道制勝」は，
勝ち負けではなく，いかによく戦うかがスポーツの最
大の価値であることを伝えるものである。スポーツ活
動の場でよりよく戦う態度や精神性を身につけ自己成
長を促すことが，大学体育の中心に堂々と位置づくべ
きである。ある物事や状況を主体的に選択 ･回避しよ
うとする気持ち（態度）の学習においても，そのよう
に実感する場（実技）と納得する場（講義）がやはり
必要である。 

３．低運動技能学生における体育の質保証
極度に低い運動技能は，心理的 ･情緒的側面への影
響が懸念されている（Cantell et al., 1994）。実際，自
己の運動技能を極度に低く評価する学生は，対人スキ
ルも極度に低い確率が高い（木内，未発表データ）。
また，心理的 well-beingの１因子「人格的成長」に大
学体育授業での「運動スキル ･練習方法の習得」が影
響を及ぼすことが示唆されている（西田，印刷中）。
これらの知見は，体育授業における低運動技能学生の
心理 ･社会的な学修成果をより高めるためにも，運動
技能の上達は重要な役割を果たすことを意味してい
る。知徳体 ･知情意といったバランスのよい体育授業
を上質に設計する力が，大学体育教員に求められてい
る。

社会的スキル向上を図る立場から
� 九州大学　杉　山　佳　生
九州大学では，健康・スポーツ科学関連科目の教育
的価値を，健康増進だけでなく，心理社会的スキルの
向上を図ることにも見出している。一方で，このよう
な価値が，学生に十分に理解され，授業に対する高い
評価を導き出しているとは，必ずしも言えないようで
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ある。そこで，今回のシンポジウムでは，「体育・ス
ポーツを通した社会的スキル教育」という場におけ
る，学生からの評価につながる価値付与のあり方を検
討することとした。
報告では，まず，九州大学で行われている健康・ス
ポーツ科目の構成や目的を，履修要項に記載されてい
る授業概要や，シラバスに掲載されている到達目標・
ルーブリックなどをもとに，紹介した。
続いて，より具体的な授業イメージを作ってもらう
ために，全学必修科目である「健康・スポーツ科学演
習」を取り上げ，実際の授業内容について詳説した。
この科目は，授業時数の３分の２を，心理社会的スキ
ル（ストレス対処スキル，目標設定スキル，リーダー
シップスキル，コミュニケーションスキルをターゲッ
トスキルとして選定）のトレーニングの場とするよう
な構成となっているが，今回の報告では，一般的に
「社会的スキル」と見なされている「リーダーシップ
スキル」と「コミュニケーションスキル」に焦点を当
てて，話を進めた。
この，社会的スキル教育にかかる授業は，「理論的
理解」，「練習」，「振返り」，「般化の試み」というプロ
セスで行われている。「理論的理解」については，テ
キストを用い，できるだけわかりやすい理論・モデル
に則って，理解を深めてもらうよう試みている。「練
習」については，スポーツや健康運動を行う中で，社
会的スキルの使用を励行し，スキル練習の機会として
いる。「振返り」や「般化の試み」は，授業受講記録
やレポート課題を通して，実践させるようにしてい
る。
以上のような現状にかかる説明をした後，「大学体
育授業で行う社会的スキル教育の価値づけ，および，

学生からの評価にかかる課題」として，下記の４点を
挙げ，「体育授業が学生から正当な評価を受けるため
には，このような課題に取り組んでいく必要がある」
ということを主張して，本報告のまとめとした。

１）背景となる科学的理論に対する理解の促進
全学必修科目ということになると，受講生の大学に
おける目的は多岐に渡っている。このような学生の関
心を引きつけるような科学的理論を提示し，それらに
対する理解を促進させることができるかが，授業実践
者の課題である。

２）社会的スキルトレーニング法の理解と修得
限られた時数の授業では，社会的スキルを顕著に向
上させることは難しく，現実的には，「スキルトレー
ニングの方法」を学修することを目的とすべきかもし
れない。その場合，学生がそれらの必要性を感じられ
るように，教育・指導を行うことが期待される。

３）継続的トレーニング効果の実感
社会的スキルを向上させるためには，継続的なト
レーニングが必要となるが，このような成果が見えに
くい（即効性がない）学修において，学生の動機づけ
を維持させるための方策を検討する必要がある。

４）日常場面へのスキルの般化
社会的スキルを生涯にわたって役立つようにするた
めには，授業外へ「般化」させるための継続的トレー
ニングが必要であるが，このことを適切に理解させ，
トレーニングを持続させるためにはどうすればよいか
についても，考えなければならないだろう。
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スポーツ実習におけるボウリングの授業が学生の感情変容に及ぼす影響
―特に一過性の変容について―

岐阜薬科大学健康・スポーツ科学研究室　杉　浦　春　雄�

　　坂　本　太　一

目　的
ボウリングは老若男女問わず幅広い年齢層にレ
ジャー・レクリエーション活動や手軽なスポーツとし
て親しまれている。一方，大学のスポーツ実習におい
て選択種目にボウリングが取り入れられ学生に大変人
気のあるスポーツ種目の一つである。
これまでにボウリングに関する研究は，スコア分
析，授業展開および授業評価といったものやボウリン
グ授業中の心拍変動やボウリング習慣者の体力といっ
た生理学的側面からの検討は多いが，心理学的側面か
ら検討されたものは少ない。
そこで，本研究ではボウリングの授業が学生の感情
変容にどのような影響を及ぼすのか検討することを目
的とした。今回は特に，授業前後の調査から一過性の
変容について Positive and Negative Affect Schedule 

（PANAS）検査の変化および活動効果チェックリスト
から検討した。

方　法
１�．対象：本研究は，健康スポーツ実習に出席した学
生32名（男子学生17名，女子学生15名，平均年齢
19.2±1.0歳）を調査対象とした。なお，学生には事
前に本研究の目的および趣旨を説明し，調査の参加
への同意を得た。
２�．調査項目：ポジティブ感情（PA）とネガティブ
感情（NA）の調査は，日本語版 PANAS検査用紙を
使用した。PAと NAそれぞれ８つの下位項目に対
して，「全く当てはまらない（１点）」，「当てはまら
ない（２点）」，「どちらかといえば当てはまらない
（３点）」，「どちらかといえば当てはまる（４点）」，
「当てはまる（５点）」，「非常によく当てはまる（６
点）」の６件法で回答した。PANAS調査は，実習開

始前（実施前）と実習終了直後（実施後）の２回実
施した。活動効果の調査はチェックリストを用い
た。活動後に得られる効果を情緒的，精神的，身体
的に区分された10項目の内容をそれぞれ５段階の評
定（大変良い：＋２点，少し良い：＋１点，変化な
し：±０点，やや悪い：－１点，大変悪い：－２点）
を行った。本調査は実施後１回実施した。なお，本
実習は，ボウリングを２ゲーム実施した。

結　果
PANASの PAの合計点（表１）は，実施前と比較

して実施後で高値を示し有意差（P<0.05）が認めら
れた。PAの下位項目では，実施後に「誇らしい」，
「きっぱりとした」，「熱狂した」の各得点が高値を示
し有意差（P<0.01）が認められた。一方，NAでは，
実施後の合計点および８つの下位項目において実施前
と差異は認められなかった。活動効果得点（表２）は，
「楽しかった」，「気分が良くなった」，「充実 ･満足し
た」，「達成感を得た」および「食事がおいしく食べら
れそう」の５項目に高と得点（1.13±1.07～1.63±0.55
点）を示した。一方，マイナス得点ではなかったもの
の「からだの疲れがとれた」，「からだの調子が良く
なった」，「肩や首のこりがとれた」といった身体的項
目は低値傾向（0.53±1.27～0.78±1.21点）を示した。
PAの合計点の変化量（実施後値－実施前値）と活動
効果得点の合計点との関連では，正の相関関係がみら
れ有意差が認められた（r=0.4249, P<0.05）。

研究報告

キーワード：感情変容，PANAS，ポジティブ感情，ボウリング
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考　察
実施前と比較して実施後の PAの合計点と下位項目
の得点は高値を示し有意差が認められた。一方，NA

の合計点と下位項目の得点ではボウリング実施前後で
同様な値を示し差異は認められなかった。このことか
ら，スポーツ実習でのボウリング体験は，主にポジ
ティブ感情に影響を及ぼすものと考えられた。
活動効果得点では，「楽しかった」，「気分が良くなっ
た」，「充実・満足した」および「達成感を得た」の項
目に高い値を示した。この結果は，ボウリング体験は，
少なからず学生の情緒的および精神的側面の一部に好
影響を及ぼすものと考えられ，主観的改善効果がみら
れた。
本研究では，PAの合計値の変化量 （実施後値 － 実

施前値） と活動効果得点の合計点との関連性で，正の
相関関係がみられ有意差が認められた。これらの結果
から，本研究のボウリング体験は，一過性ではあるが
大学生のポジティブ感情向上へと導く効果があったも
のと考えられた。

結　論
以上のように，本研究で得られた結果からスポーツ
実習での２ゲームのボウリング体験は，大学生のネガ
ティブ感情に対しての影響は少ないもののポジティブ
感情改善効果に寄与すると考えられた。さらに，ボウ
リング体験は特に精神的側面に強く影響を及ぼすもの
と思われ，一過性ではあるがボウリング体験がもたら
した効果と考えられた。

表１　PANAS得点

PA 実施前 実施後 NA 実施前 実施後
活気  3.5±1.4  3.7±1.6 びくびく  2.0±1.2  2.3±1.4
誇らしい  2.1±1.1  2.8±1.3 ** おびえた  2.0±1.2  2.2±1.3
強気  2.5±1.4  2.7±1.4 うろたえた  2.2±1.4  2.6±1.3
気合い  3.3±1.4  3.5±1.6 心配  3.0±1.5  2.9±1.4
きっぱり  2.6±1.3  3.3±1.3 ** ぴりぴり  2.7±1.4  2.4±1.2
わくわく  3.5±1.5  3.9±1.6 # 苦悩  2.9±1.7  2.6±1.5
機敏  2.5±1.4  2.8±1.4 恥じた  2.5±1.6  2.6±1.5
熱狂  2.5±1.4  3.3±1.6 ** いらだった  2.3±1.4  2.6±1.4 #
合計点 22.6±8.8 26.0±8.7 * 合計点 19.5±8.7 20.2±7.1
平均値 ± 標準偏差（# P<0.1, * P<0.05, **P <0.01：実施前との比較）

表２　活動効果得点

楽しい 気分 充実 達成感 精神的 からだ
疲れ

からだ
調子

肩首の
こり 睡眠 食事 合計点

平均値 1.63 1.25 1.19 1.13 0.84 0.53 0.78 0.66 1.00 1.28 10.3
SD 0.55 0.98 .1.00 1.07 1.42 1.27 1.21 1.15 1.16 0.92  8.9
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目　的
ダンスは，現行の学習指導要領より小学校から中学
校１・２年生まで男女とも必修領域となった。そのた
め，教員養成を担う体育系大学の授業では，ダンスの
実践的指導力を高めるための様々な取組が行われてい
る（栫，2014；宮本・中村，2015）。
ダンスの実践的指導力の養成には，示範などに必要
な運動技能向上のみならず，技能評価力の育成も重要
な課題となる。しかし，ダンスの技能評価については
以下のような課題が指摘されている。表現・創作ダン
ス（以下，「表現系ダンス」）とリズムダンス・現代的
なリズムのダンス（以下「リズム系ダンス」）は，得
点や記録などの客観的尺度を適用しにくく（寺山，
2004），どのような動きをしたらよいのか，どのよう
な動きが良い動きなのかは判然としない（寺山，
2005）。また，生徒の自由な発想や動きを引き出し表
現するという特性から，「評価の仕方」が難しい（宮
本，2005）。
以上のような課題を踏まえ，ダンス授業の評価のた
めの評価規準の作成が試みられている（細川ら，
2005；宮本，2005）。しかし，表現系及びリズム系ダ
ンスそれぞれにおいて，どのような動きにも対応でき
る技能評価観点は統一されていない。学校体育におけ
るダンスの技能評価観点の明確化は，教員養成を担う
大学のダンス授業において，技能評価力の育成につな
がると考えられる。そこで本研究では，学校体育にお
ける表現系・リズム系ダンスの評価規準・判定基準を
明らかにするために，ダンスの専門家と小・中・高等
学校の体育教員が有する技能評価観点を事例的に検討
した。

方　法
対象は大学でダンス教育を行う専門家（以下，「ダン

ス専門家」）６名及び小・中・高校でダンス単元を担当
した経験をもつ教員（以下，「現職教員」）４名であった。
学生が行ったダンス映像（表現系・リズム系ダンス）
を手がかりにして，半構造化インタビューにより技能
評価を実施した。さらに先行研究及びダンスの専門家・
現職教員の評価観点を整理した「ダンスパフォーマン
ス概念図（案）」を作成し，同様にインタビューを行っ
た。インタビューにおけるすべての会話内容を書き起
こし，逐語録を作成した。次に逐語録から技能評価に
関連すると思われる文章や成句を抽出した。

結果及び考察
ダンス専門家は，ダンスの技能要素を基にした評価
規準が内在し，指導の際もダンスの身体的技能を高め
ることがイメージ創出よりも優先される可能性が示
唆された。一方，現職教員はイメージの発想力や子ど
もの表情をはじめとした生き生きと踊る姿そのもの
を評価し，指導の際も発想や動きを引き出すことが重
視されている可能性が示唆された。しかし，判定基準
は学習者の条件や指導内容，動きそのものが学習者に
よって異なることなどから，一致した見解は得られな
かった。
技能評価観点を整理した「ダンスパフォーマンス概
念図（案）」は，用語やカテゴリーの分類に関して加
筆・修正が必要であるものの，ダンスの専門家及び現
職教員にはおおむね好評であり，学校体育におけるダ
ンスの技能評価観点の明確化の一助となる可能性が示
唆された。

研究報告

キーワード：ダンス，半構造化インタビュー，技能評価

ダンスの専門家及び小・中・高等学校の体育教員が有する�
表現系ダンス・リズム系ダンスの技能評価観点の事例分析

―大学ダンス授業における技能評価力の育成のために―

鹿屋体育大学　栫　　　ちか子
　　金　高　宏　文
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分野連携による体育科目の新しい役割
―キャリア形成支援の観点から―

岡山理科大学　西　村　次　郎�

　　松　尾　美　香�

創価大学　望　月　雅　光

目　的
理工系のＯ大学では，生涯スポーツ科目において学
生を深い学びに導くために，キャリア教育，教育学，
制御工学等の異なる分野の連携している。
これまでの研究（松尾，望月，2016）において次の
ようなことを明らかにしている。学生に社会人基礎力
の項目を事前に意識づけさせつつ，様々な取組を行わ
せた結果，自分の強みや弱みを意識しながら活動させ
ることができた。自己評価ではあるが，社会人基礎力
を伸ばすことができた。加えて，事前・事後のアン
ケート，実習中の観察，及び学習ポートフォリオの分
析から協同性の向上についても確認できている。そこ
で，本稿では，分野連携による体育科目の新しい役割
について，キャリア形成支援の観点から考察すること
を目的とする。

方　法
生涯スポーツ（奄美大島での実習）と生涯スポーツ

（北海道でのスキー実習等），キャリア科目の地域
フィールドスタディ（シーカヤックを使った仲間作り
を導入）の３科目を調査対象にする。
これらの授業では，教育効果の可視化を行うために，
社会人基礎力の項目を事前に意識づけさせつつ目標設
定と振り返り等を記入するワークシートを開発して導
入している。また，教育工学の視点から，授業設計を
見直し，授業改善を行っている。これにより，学生が
授業の内容に対しての取組状況がわかるようになって
いる。これらのワークシートを集めると簡易的な学習
ポートフォリオになる。本研究では，研究のためのア
ンケート調査は行わずに，これらのワークシートを分
析することで，教育効果を明らかにする方法をとる。
特に，分野連携による教育効果に着目して分析する。

結　果
本取組では，学生に社会人基礎力の項目を事前に意

識づけさせつつ，様々な内容を学生に行わせた。その結
果，学生は，自分の強みや弱みを意識しながら活動でき
ていた。このことは，事前・事後のアンケート，実習中
の観察，及び学習ポートフォリオの分析から確認でき
る。これは，キャリア教育との連携による効果である。
また，目標を学生間で
共有することもしてお
り，お互いに目標達成
のために協力しあう場
面も見られた。図１に
その様子を示す。

考　察
我々は，レジリエンスを育成する教育方法の一つと
して野外活動と自然体験（佐伯，2007）に着目してい
る。レジリエンスを育むことで，予測困難な時代を生
き抜く力を涵養できると考えている。上述した３科目
とも自然体験を含んでいる。実際に，学生が直面する
様々な課題に対して，目標達成のために学生自らが試
行錯誤を繰り返し，考え抜いて，困難を乗り越え，目
標を達成する様子が観察できている。このことが，本
授業の有効性を示している。

参考文献
・松尾美香，望月雅光（2016）「カヤックを使った自
然体験活動を取り入れたアクティブ・ラーニングの
教育効果」『京都大学高等教育研究』22，87-90
・佐伯年詩雄（2007）「スポーツ・野外活動・自然体
験が育むもの」『児童心理』61，254-258

研究報告

キーワード：分野連携，体育科目，キャリア形成支援

図１．学生の助け合い
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茨城県の高等教育機関における教養体育の教育システム分析

筑波大学大学院　梶　田　和　宏�

　　川　戸　湧　也�

筑波大学　木　内　敦　詞�

　　長谷川　悦　示

１．目　的
教養（一般・共通・基礎）科目としての体育授業

（以下，大学体育）に関する実態調査は，大学設置基
準大綱化以降，多く行われてきた。しかし，それらは
年々，回答率が低くなり，必ずしも信頼性の高い情報
とは言えない。また，大学体育の教育システムのカリ
キュラム，教員プロフィール，開講状況などの構成要
素を関連付けた大規模な実態調査は見当たらない。現
在の大学体育を分析的に把握するには，教育システム
を比較検討するための共通概念的枠組を明確にして，
具体的な課題を抽出することが望まれる。そこで本研
究では，全国調査に先立ったパイロット調査として，
茨城県の高等教育機関（以下，機関）を対象に，現在
の大学体育の教育システムの実態を把握するととも
に，その調査内容および方法に関する課題を整理分析
することを目的とした。

２．方　法
１）調査対象
茨城県の機関15校（大学11校，短期大学３校，高等
専門学校１校）のうち，Webサイトによる検索調査
（以下，Web調査）は13校，Ｅメールによる質問紙調
査（以下，Ｅメール調査）は10校を調査対象とした。
なお，Ｅメール調査では，調査回答が得られなかった
３校を調査対象外とした。
２）調査方法
①各機関のWebサイトを検索し，学則やシラバス
などから，教育システムを調査した。②各機関におけ
る大学体育の担当教員を対象に，Ｅメールによる質問
紙調査から，カリキュラムおよび開講状況の詳細に関
して調査した。調査期間は，平成28年８月末から平成
29年２月末までとした。
３）調査内容
主要内容は，大学体育の教育システムとした。いわ

ゆる，大学体育を「誰が何をどのように」教えている
かである。具体的には，①「誰が」の教員プロフィー
ル（担当教員数，最高取得学位など），②「何を」の
カリキュラム（大学体育の教育目標，成績評価方法な
ど），③「どのように」の開講状況（必修・選択の別，
授業形態など）の大きく３つの内容とした。

３．結　果
１）Webサイトによる調査
対象とした13校のうち，大学体育の担当教員数は
129（男98，女31）名であった。そのうち，非常勤講
師の比率は48.4％，筑波大学が最終学歴の比率は
63.2％であった。Webサイト上に統一した教育目標を
整理掲載されている機関は４校であった。全ての機関
において，主に実技（実習・演習）を扱う科目があり，
必修としている機関は５校（学部学科差異あり）で
あった。卒業に必要な単位数は平均1.97（１－５）単
位であり，各機関で卒業要件は様々であった。
２）Ｅメールによる質問紙調査
対象とした10校のうち，各機関における大学体育で
重視している教育目標を順位付けしたものが表１であ
る。成績評価方法は，知識・理解をレポートで評価す
る機関が８校あり，技能（実技テスト，技術取得度な
ど）よりも態度・意欲（出席状況，授業態度・意欲な
ど）を重視している機関が多かった。

＊茨城体育学会平成28年度研究奨励金採択課題

A B C D E F G H I J

2.1 4 1 1 1 1 3 3 1 4 2

2.4 4 3 3 3 3 2 1 3 1 1

3.1 2 2 2 5 5 1 4 2 3 5

3.3 1 4 4 2 2 4 5 5 2 4

4.1 4 5 5 4 4 5 2 4 5 3

体力・身体活動の増強

協同プレーの価値理解と友人形成

規則的な生活習慣の確立

ストレス対処とポジティブ感情の喚起

私立
各機関の大学体育で重視している目標

平均
順位

運動スキル・練習方法の習得

国公立

研究報告

キーワード：カリキュラム，教員プロフィール，開講状況，大学体育

表１　各機関の大学体育で重視している目標の順位
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大学体育授業における学修成果の先行要因
―受講者のパーソナリティ特性と授業経験による検討―

群馬大学　西　田　順　一�

熊本学園大学　橋　本　公　雄�

保健医療経営大学　藤　原　大　樹

目　的
近年，体育授業の学修に伴い‘良好な生活習慣の獲
得’や‘ライフスキルの向上’‘社会性の育成’等の様々
な側面にて効果が得られる可能性が報告され（木内・
橋本，2012），これらを根拠として高等教育段階での
体育授業の有効性を主張できるかもしれない。しか
し，上述の結果はすべての体育授業にて，すべての受
講学生に同等に生じる効果と考えるのは，困難であ
る。このことから，大学体育授業での学修成果の先行
要因を検討することは，多くの受講学生，とりわけ学
修成果が現れにくい受講学生を教育するための重要な
手がかりを得られると考えられる。
本研究では，受講者のパーソナリティ特性と授業経
験を先行要因として捉え，大学体育授業の学修成果へ
の関連性について検討することを目的とした。

方　法
対象者　関東，関西，中国，九州地区の国公立私立大
に在籍し体育授業を履修した835名を対象とした。
調査内容　①基本的属性，②西田他（2016）の「初年
次体育授業の主観的恩恵評価尺度（PBS－ FYPE）」
25項目（５下位尺度：「運動スキル・練習方法の習得」
「協同プレーの価値理解とコミュニケーション能力の
向上」「ストレス対処とポジティブ感情の喚起」「体
力・身体活動の増強」「規則的な生活習慣の確立」），
③小塩他（2012）の「日本語版 Ten Item Personality 

Inventory（TIPI-J）」10項目（５下位尺度：「外向性」「協
調性」「勤勉性」「神経症傾向」「開放性」），そして，
④島本・石井（2007）の「大学体育実技経験評価尺度」
14項目（４下位尺度：「自己開示」「他者協力」「挑戦
達成」「楽しさ実感」）を用いた。
調査手順　成績とは一切関係しないこと等を書面と口

頭で説明し同意を得た後に，集合調査を実施した。

結　果
基本的属性　対象者は女子（41%）に比べ男子（59%）
の割合が高く，平均年齢は19.1歳であった。また，理
工学部と経済学部の所属者が約４割を占めた。さら
に，運動部・サークルの所属者は約４割であった。
パーソナリティ特性から捉えた体育授業経験と学び
パーソナリティ特性（代表値から区分）より大学体
育実技経験および体育授業の主観的恩恵評価の差異を
比較した結果，特に「外向性」「開放性」低群に比べ
高群にて，また「神経症傾向」高群に比べ低群にて各
体育実技経験得点ならびに各主観的恩恵評価得点が有
意に高いことが明らかになった。
先行要因の検討　多重共線性を確認した後に，ステッ
プワイズ法による重回帰分析を行った結果，体育授業
の主観的恩恵には実技経験評価が比較的大きな正の係
数を示し，またパーソナリティ特性から主観的恩恵へ
の正の影響性とともに実技経験への正および負の有意
な影響性が確認された。

考　察
本研究の結果から，パーソナリティ特性により大学
体育実技授業での実技経験評価および主観的恩恵評価
の程度に差異がある可能性が示唆された。また，「神
経症傾向」や「勤勉性」の高い受講学生に授業場面で
の配慮的な教育を図る必要性も考えられた。

主な引用文献
西田順一他（2016）体育授業における大学生の主観的
恩恵評価およびその大学適応感に及ぼす影響性．体
育学研究61，537-554.

研究報告

キーワード：PBS-FYPE，ビッグファイブ（Big Five），体育実技経験，初年次学生
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初年次教育における大学体育授業の意義と役割に関する調査研究

別府大学短期大学部　中　山　正　剛�

文教大学　小　林　勝　法�

東京女子大学　平　工　志　穂�

武蔵野美術大学　北　　　徹　朗

目　的
中央教育審議会大学分科会の「学士課程教育の構築
に向けて」（文部科学省；2008）によれば，初年次教
育とは，「高等学校から大学への円滑な移行を図り，
大学での学問的・社会的な諸経験を“成功”させるべ
く，主として大学新入生を対象に作られた総合的教育
プログラム」と示されている。また，具体的内容とし
て，「学問的・知的能力の発達，人間関係の確立と維
持，アイデンティティの発達，キャリアと人生設計，
肉体的・精神的 健康の保持，人生観の確立など，大
学における教育上の目標と学生の個人的目標の両者の
実現を目指したものになっている」とも示されてい
る。この初年次教育については，2006年度の調査では
導入している大学が71% であったのに対し，2014年
度では96% となっており（文部科学省，2016），大学
における初年次教育の重要性が年々高まってきている
ことが分かる。木内ら（2012）は，初年次教育の目的
を達成させるための要因として，「社会的適応」と「学
問的適応」を挙げている。また，「学問的適応」は「健

康的なライフスタイルの構築」を通して達成されると
示している（図１）。
現在，大学体育授業の効果研究は，数多くなされて
いる一方で，大学体育授業が初年次教育に貢献できる
かどうかについて検討した研究は十分とは言えない。
そこで，本研究では，初年次科目の中で大学体育が
どのような特徴を有するのかを明らかにし，初年次教
育における大学体育授業の意義や役割について検討す
るための基礎資料を得ることを目的とする。

方　法
１．対象者
関東の５大学と九州の２大学において，大学体育授
業を受講した大学１年生549名（男性128名，女性421
名）を調査対象とした。なお，調査は，2016年７月～
８月の前期授業が終了する時期に行われた。
２．調査内容
本研究では，インターネットによる調査を実施し
た。なお，対象者へ本研究の目的を説明し，回答内容
が成績に反映することがないことや，プライバシーが
侵害されることはない趣旨の説明をした。調査の内容
は，以下の通りである。
（1）大学体育授業で得られたもの：中山ら（2012）を
参考に，授業で得られたものについて10項目の中か
ら該当するものを選択させた（複数回答可）。

（2）初年次科目の中の大学体育の特徴：今学期（１年
前期）に受講した科目の中で，「１．知り合いが増
えた科目」「２．親しい友人が増えた科目」「３．教
員や受講生とのコミュニケーションの機会が多かっ
た科目」「４．受講して楽しかった科目」「５．より
良い学生生活に役立つと思う科目」「６．自分にとっ

研究報告

キーワード：初年次教育，社会的適応，学問的適応，テキストマイニング

図１．初年次教育に果たす体育授業の役割（木内，2012を一部改変）
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て一番ためになった科目」について科目名を回答さ
せ，４～６については，その理由を自由記述で回答
させた。

３．自由記述の分析方法
自由記述（文章）により抽出された質的なデータを
分析するために，テキストマイニングソフトである
「KH Coder」（樋口2004）を用いた。また，今回の分
析では，単語同士のつながりを可視化するために「共
起ネットワーク」を描画する機能を利用した。「共起
ネットワーク」とは，ある単語がどの単語と共に使用
（共起）されている頻度が高いかを図で表したネット
ワークのことである。

結　果
「体育授業で得られたもの」については，「友人や仲
間づくりに役立った」（68.5%）といった社会的適応
に関する項目や，「運動・スポーツに関する知識が深
まった」（33.5%）といった学問的適応に関する項目
を選択した割合が多い結果となった（表１）。

表１．大学体育授業で得られたもの

次に，「初年次科目の中の大学体育の特徴」の結果
では，他の科目よりも体育系科目の方がより良かった
と回答している割合が男性の方がすべて高い結果と
なった。また，男性において，およそ半数が体育系科
目について，他の科目よりも「知り合いが増えた・親
しい友人が増えた・教員や受講生とのコミュニケー
ションの機会が多かった」と回答していた。さらに，
「自分にとって一番ためになった科目」では，男性で
約２割，女性で約１割の学生が体育系科目を選択して
いた（表２）。
次に，テキストマイニングの結果，「健康的なライ
フスタイルの構築」につながるような記述として，「健
康に関する知識が深まった。」「ストレッチの方法が知
れる。」「体力の向上。」「運動不足の解消。体を動かせ

項 目 全体 男性 女性

学生生活が楽しくなった 36.4 49.2 32.5
友人や仲間づくりに役立った 68.5 67.2 68.9
運動・スポーツに関する知識が深まった 33.5 39.1 31.8
健康に関する知識が深まった 20.9 25.0 19.7
気晴らしやストレス解消に役立った 60.5 52.3 62.9
授業を受けて体を動かす意欲が高まった 27.7 27.3 27.8
スポーツの技術が向上した 16.8 32.8 11.9
体力が向上した 17.1 21.1 15.9
筋力トレーニングやストレッチの方法について学んだ 24.6 20.3 25.9
その他 1.5 2.3 1.2

表２．初年次教育の中の大学体育の特徴

る。」「健康の維持の方法や筋力トレーニングの方法を
教えてもらった。」「日頃の自分（運動する・しない）
を知れた。」などが抽出された。また，「社会的適応」
につながるような記述として，「大学の中で知り合い
が増えた。」「友人や仲間づくりに役立った。」「コミュ
ニケーションが取れる。」「他学部と知り合える。」
「色々な人（普段話さない人）と交流できる。」「協力
することが多い。」などが抽出された。

考　察
初年次教育における大学体育授業について調査した
結果，交友関係の構築などの「社会的適応」と健康に
関する知識獲得などの「ラフスタイルの構築」に寄与
できる可能性が示唆された。「ライフスタイルの構築」
は，「学問的適応」につながることが予想されること
から，大学体育が初年次教育の目的に寄与しうる科目
であることを示し，大学体育が担う役割について，そ
の重要性が示された。

本研究の今後の課題
本研究の今後の課題を３つ挙げておく。
１．１年前期のみを対象とした調査のため，１年後期
の授業も含めた調査が必要である。
２．「健康的なライフスタイルの構築」がどの程度「学
問的適応」に寄与するのかや，「社会的適応」が「学
問的適応」に寄与するのかについては，まだ明らか
にできていないため，そこを視野に入れた調査が必
要である。
３．あくまでも調査研究であることから，今後は介入
による縦断研究が求められる。また，そのための評
価尺度も必要であると考える。

付　記
本研究の一部は，科学研究費助成事業（学術研究助

項 目
体育系科目 それ以外の科目

全体 男性 女性 全体 男性 女性

大学の中で知り合いが増えた
科目

43.2 56.3 39.2 54.8 42.9 58.4

大学の中で親しい友人が増え
た科目

37.4 48.8 33.9 57.8 45.6 61.5

教員や受講生とのコミュニケー
ションの機会が多かった科目

30.4 50.8 24.2 67.9 46.9 74.3

受講して楽しかった科目 52.7 69.3 47.6 46.3 27.6 51.9

より良い学生生活に役立つと
思う科目

31.4 40.6 28.6 65.7 56.3 68.6

自分にとって一番ためになっ
た科目

14.4 22.7 11.9 84.2 75.8 86.7
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に関する研究」（研究代表者：北徹朗，課題番号：
16K01079）

成基金助成金）（基盤研究Ｃ）の補助を受けて行われ
た。「初年次教育としての体育実技・演習の教育効果
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大学体育授業における教員の指導行動と主観的恩恵の関連性

熊本学園大学　藤　塚　千　秋�

兵庫教育大学　中須賀　　　巧�

東亜大学　山　﨑　将　幸�

熊本学園大学　橋　本　公　雄

目　的
西田ら（2015，2016）が作成した初年次体育授業の
主観的恩恵尺度（PBS-FYPE）は，大学体育授業の学
修成果を可視化するツールとして非常に有用性の高い
ものである。この初年次体育授業の主観的恩恵は，個
人や集団等の種目間での差異があること，大学への適
応感に影響を及ぼすことが報告されており，今後は
「どのような体育授業が学修成果を高め自己成長を促
進するか」という課題を念頭に置き，大学体育授業や
受講学生の特性との関連性を明らかにすることが求め
られている。
体育授業の特性の１つとして，担当教員の指導行動
が挙げられる。「体育教師や学習者の行動は授業づく
りの鍵となる（石塚ら，2013）」というように，大学
体育教員が普段どのような態度で学習指導に臨み，受
講者とどのような関係を築いているか把握することが
必要であると考えるが，先行研究は見当たらなかっ
た。
そこで本研究では，大学体育授業における教員の指
導行動について調査を行い，主観的恩恵との関連性を
探ることを目的とした。

方　法
【対象者】関東，関西，中国，九州の７つの大学およ
び高等専門学校のうち，体育実技科目を履修した学生
を調査対象者とした。そのうち，記入漏れの少ない初
年次学生（714名）を分析対象者とした。
【調査内容】１）基本的属性：性別，年齢，学年，学
部等。２）運動・スポーツ活動：高校・大学での運動
部・サークルの加入状況，好き嫌い，体力への自信，
運動行動変容段階。３）教師リーダーシップ行動尺

度：中学生を対象として作成された尺度（佐藤，
2001）を参考に，共同研究者と協議のうえ19項目を選
定し大学体育向けの表記に修正したものを示した。回
答は「全くあてはまらない」～「よくあてはまる」の
５段階とした。４）主観的恩恵尺度（PBS-FYPE）：
西田ら（2015，2016）により作成された，初年次にお
ける大学体育授業の主観的恩恵尺度（25項目）を用い
た。

結果と考察
対象者の特徴：性別の内訳は，男子58.4％，女子
41.6％，平均年齢は19.06歳であった。
大学体育教員の指導行動：下位尺度の平均値を項目
数で割った得点を求めたところ，得点が高い順として
は「丁寧な指導」に次いで「共感・配慮」「授業中の
緊張緩和」となっており，「学習促進」「授業に対する
厳しさ」の得点は低かった。下位尺度間での相関をみ
ると，「丁寧な指導」と「共感・配慮」「授業中の緊張
緩和」，「共感・配慮」と「授業中の緊張緩和」「学習
促進」の間に中程度の正の相関がみられた。
主観的恩恵との関連性：教師リーダーシップ行動尺
度と主観的恩恵尺度の合計得点を算出し，相関分析を
行った。結果，中程度の正の相関がみられた。下位尺
度をみると，「共感・配慮」「丁寧な指導」と「協同プ
レー因子」間で同様に中程度の正の相関が認められ
た。
これらの結果から，大学体育教員の指導行動の特徴
として，朗らかな雰囲気で，学生に配慮したわかりや
すい学習指導を行う傾向にあることがうかがえ，その
ことが初年次学生の主観的恩恵の獲得につながってい
る可能性が示唆された。

研究報告

キーワード：大学体育授業，指導行動，主観的恩恵
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通信制大学のスクーリングにおける学生及び教員のストレス評価
―唾液アミラーゼを指標として―

星槎大学　服　部　由季夫�

武蔵野美術大学　北　　　徹　朗�

星槎大学　渋　谷　　　聡

目　的
星槎大学では冬季スポーツのスクーリングとしてス
ノーボードを行っている。本研究の対象となった学生
は，このスクーリングへの参加者であり，全員が教員
志望であった。66条の６に基づき，本授業を履修して
いた。これまでの報告の通り，本学学生は教員免許を
志す学生であっても老若男女，嘱性は様々であり，対
象となった受講生は何れも，高校卒業後，他の大学を
卒業したり，更に働いたりしている者がほとんどであ
り，受講態度や姿勢も極めて真面目であった。また，
日数と単位数の関係から１日の授業時間は実技と座学
合わせて10時間に及び，学生への身体的，精神的な負
担が予想される。授業は，午前中，午後と適宜休憩を
挟みながらスノーボードを行い，夜間は講義とヨガと
した。講義の主だった内容は，ストレスと健康に関す
ることであり，本実験に関しても学生の学びへと繋げ
ることとした。
本研究では，本学冬季スポーツスクーリングに参加
した学生を対象として，ストレスの多寡について検討
し，更にストレスと健康に関する学生の学びに繋げる
ことを目的とした。

方　法
〇対象
通信制大学におけるスポーツのスクーリングに参加
した学生７名（男性４名，女性３名）と教員４名（男
性３名，女性１名）を対象とした。
〇調査時期
2017年１月５日（木）～９日（月）であった。
〇測定方法
測定は唾液アミラーゼモニター（ニプロ株式会社製）

を用いた。唾液アミラーゼは，自律神経の働きを反映
していると考えられており，ストレスの評価に有効と
考えられている。測定に際しては，測定直前に真水で
口を十分に注がせた後に，測定を行った。
測定のタイミングは，朝食前，午前の実習後（昼食
前），午後の実習後，ヨガのあととした。

結　果
唾液アミラーゼの変動について，性差，学生と教員
比較，時系列のそれぞれにおいて有意な差は認められ
なかった。同時に測定を行った POMSとの相関では，
A-H，即ち怒り—敵意の項目と５％水準で有意な相関
が認められた。

考　察
結果として唾液アミラーゼによるストレスの評価に
ついては示唆できることはなかった。測定において，
エラーが出ることも多く，精度管理の難しさを感じ
た。ただ，POMSとの関連が見られたことから，ｎを
増やし，精度管理をより厳密にすることにより，スト
レスの評価に繋がりうることが考えられた。
教員目線では学生の疲労やストレスが見て取れたの
で，客観的な指標で評価できるよう研究を継続した
い。
また，教員志望の学生に対して，ストレスと健康に
関する学びとして唾液アミラーゼや POMSといった
指標を用いることで，ストレス評価についての検討の
一助となったとは考える。

研究報告

キーワード：通信制大学，スクーリング，ストレス，唾液アミラーゼ
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体育・スポーツ教育研究（第18巻第１号）

通信制大学のスクーリングにおける学生および教員の心理的変化
―宿泊型授業でヨガによる心理的効果はあるのか―

星槎大学　渋　谷　　　聡�

　　服　部　由季夫�

武蔵野美術大学　北　　　徹　朗

１．目　的
通信制である本学では，宿泊型のスクーリングとし
て，スノーボードやヨガといった授業を行っている。
このような宿泊型の授業では，宿泊することによるス
トレスや日中実施しているスポーツの疲労から心理的
な変化を示すことが多い。通信制大学である本学のス
クーリングは，夜にも実技を行うことから，日中のス
トレスや疲労を取り除く目的も含めてヨガを行ってい
るが，その心理的変化を調査した研究はあまり見られ
ない。また，これらの心理的な変化を明らかにした研
究では，対象者は学生であり，教員の心理的変化を明
らかにしたものもそれほど多くはない。
そこで，本研究の目的は，宿泊型授業におけるス
ポーツ活動の心理状態と，ヨガを行うことによってど
のように心理状態が変化するかを明らかにすることで
ある。
なお，本研究では統制群を設けていないため，完全
にヨガによる効果として客観性を示すことはできな
い。しかし，このような実習において，決められてい
るプログラムを行わないという統制群を設けることは
ほぼ不可能なことから，あくまでも傾向として検討し
てきたい。

２．方　法
（1）対象者
通信制大学におけるスポーツのスクーリングに参加
した学生および教員の特性を表１に示した。

（2）調査時期
2017年１月５日（木）～９日（月）であった。

（3）スクーリング内容
宿泊型の授業であるスポーツ（2）の授業内容を表
２に示す。なお，３日目の実習ではスノーボールは行
わず，トレッキングを行った。

（4）調査内容
・質問紙：その時の心理状態を測定することのできる
日本語版 POMS2短縮版（質問項目35項目，７尺度
からなる）を用いた。
・調査方法：午前中の実習前，午後の実習後，夜の実
習後に POMSを実施した。

研究報告

キーワード：通信制大学，スクーリング，ヨガ，心理的効果

表１　スクーリングに参加した学生及び教員の特性

人数（人） 平均年齢（才）
学生 男性 4 29.75

女性 3 31.33
教員 男性 3 45.67

女性 1 36.00

表２　スポーツ（2）のスクーリング内容（１日）

区分 スクーリング内容
【午　前】
９時－12時 実習：スノーボード

【午　後】
13時－16時半 実習：スノーボード

【夕　方】
16時半－18時 講義：スポーツとストレス，健康など

【夜　間】
19時位21時 実習：ヨガ，振り返り
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（5）統計処理
SPSS Statistics version22を用いて，ノンパラメト

リック検定（マンホイットニーのｕ検定，フリードマ
ン検定）を行った。

３．結　果
（1）性差について

POMSの７尺度全ておいて，性差による有意差は認
められなかった。

（2）学生・教員について
POMSの７項目において，学生と教員による有意差
は認められなかった。

（3）時系列による比較
初日の実習前から最終日の実習後まで測定した

POMSの結果を比較し，有意差が認められた。
全体的に「混乱・当惑（CB）」尺度，「抑うつ・落
込み（DD）」，「緊張・不安（TA）」，「疲労・無気力
（FI）」において，初日が他の日より有意に高い値を示
した。その中でも，図１に示した通り，「緊張・不安
（TA）」尺度において，２日目の実習後（２－２）と
初日（１－１，１－２）に有意な差は見られなかった
が，２日目の実習後よりも２日目（２－３）および３
日目の夜間後（３－３）の方が有意（５％水準）に低
い値であった。

（4）スポーツ活動の心理的効果
午前の実習（スノーボード）前，午後の実習（スノー
ボード）後，夜の実習（ヨガ）後に POMSを測定し，
各尺度で比較を行った。その結果，「抑うつ・落込み
（DD）」，「緊張・不安（TA）」，「活気・活力（VA）」に
おいて，スノーボード後よりもヨガ後の値が５％水準
で有意に低かった。また，スノーボード前よりも後の
方が「疲労・無気力（FI）」が有意に低かった。

４．考　察
本研究は，宿泊型授業としてスノーボードとヨガを
行い，その心理的変化を明らかにするとともに，ヨガ
による心理的な効果があるかどうかを検討することで
あった。
この実習では，男女や学生・教員によって身体活動
量があまり変わらないだけではなく，POMSの性差お
よび学生・教員間に有意差が認められなかった。

POMSによる時系列の心理的な変化の結果から，実
習初日から徐々に数値が下がっていることが伺える。
これは，授業や生活に慣れてきた可能性がある。しか
し，その中でも，図１に示したように，２日目の実習
後の「緊張・不安（TA）」が１日目のそれと有意差は
見られないにもかかわらず，２日目と３日目の夜の実
習（ヨガ）後では有意に低下していた。これは，徐々
に慣れてきたというよりもヨガを行ったことによって
緊張や不安が低下した可能性がある。特に，２日目の
実習後よりも夜間後の数値が明らかに低下しているこ
とは，ヨガを行ったことによって，緊張や不安が低下
したと考えられる。一方では，スポーツ活動後の心理
的効果として，午後の実習後よりも夜間実習後の
POMSの数値が低下していることからも，実習を終え
たことによる安堵感などが影響している可能性も否定
できない。これらに関しては，対象者を増やすことも
含めて，今後引き続き検証していきたい。

図１　「緊張・不安（TA）」尺度の時系列変化
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体育・スポーツ教育研究（第18巻第１号）

大学生のスポーツ経験と意識に関する調査報告
―全国16大学・短期大学にて実施した大規模調査―

日本大学　難　波　秀　行�

文教大学　小　林　勝　法

目　的
2020年東京オリンピック・パラリンピック開催は，
わが国におけるスポーツの価値を見直す良い機会にな
ることが期待されている。本研究では，対象者となる
大学生が自ら実践するスポーツ，観るスポーツ，支え
るスポーツの３つの視点から調査を行った。大学生の
スポーツとの関わり方や意識を明らかにすることによ
り，今後の大学体育教育や大学スポーツの発展に役立
てることを目的とした。

方　法
調査期間は，2016年９月１日から11月16日で，大学
の授業等においてWebアンケートを用いて，スマー
トフォン，タブレット端末，PC等により回答をさせ
た。
対象者は，全国大学体育連合会員大学14校・短期大
学２校の学生5,861人（男性：3,326人，女性：2,535人）
であった。回答結果は統計資料とし個人を特定しない
こと，成績には関与しないことを説明し同意を得たも
ののデータを扱った。１年生4,173人，２年生953人，
３年生428人，４年生307人，所属学部は多岐にわたり，
文系3,187人，理工系1,404人，医療・看護・栄養系720
人，体育・スポーツ系504人，その他46人であった。

結　果
①するスポーツ
運動・スポーツへの取り組みについて男性では週
２回以上，かつ６ヶ月以上継続している者は42.0％
（1,398人）であり女性では21.3％（540人）であった。
一方，最近１ヶ月間運動・スポーツをしていなく，
これから先もするつもりがない者の割合では，男性

では10.1％（337人）であり，女性では23.6％（598人）
であった。
②観るスポーツ
過去１年において実際に観戦・鑑賞したスポーツの
種目では，全体では，野球が最も多く36.4％（2,133人），
次にサッカー23.1％（1,351人），バスケットボール
10.6％（622人），陸上競技9.0％（529人），バレーボー
ル7.8％（457人）と続いた。オリンピック東京大会に
ついて73.5％（4,306人）が直接観戦したいと思ってお
り，パラリンピック東京大会について52.9％（3,100人）
が直接観戦したいと思っていた。
③支えるスポーツ
過去１年において，スポーツの指導，審判，運営や
世話など何らかのスポーツボランティアに42.1％
（3,369人）が関わった経験があった。オリンピック東
京大会について48.7％（2,848人），パラリンピック東
京大会について43.1％（2,519人）が大会運営や世話の
ボランティアをしたいと思っていた。スポーツ推薦や
強化指定部などで自分の大学が競技スポーツに力を入
れることについて，89.8％（5,248人）が，大学が競技
スポーツに力を入れることについて前向きな意見であ
ることが示された。

考　察
するスポーツ，観るスポーツ，支えるスポーツのそ
れぞれにおいて，一定の割合で学生自身が既に実践
し，興味や関心があることが示された。高等教育機関
における体育・スポーツ教育，競技スポーツの発展
は，スポーツ界の連携・協働による好循環を生み出す
原動力となる。本調査結果を今後のスポーツ政策や教
育に役立てられれば幸いである。

研究報告

キーワード：運動習慣，みるスポーツ，支えるスポーツ
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部活動・サークルへの積極的な参加と大学生の学校適応感との関係

九州大学大学院人間環境学研究院　須　﨑　康　臣�

　　杉　山　佳　生�

　　斉　藤　篤　司

目　的
本研究は，大学生の部活動・サークルへの積極的な
参加と学校適応感の高さとの関係について検討を行う
ことを目的とする。

方　法
１．分析対象者
大学生1300名（男性977名，女性320名，不明３名；
平均年齢18.67±1.08歳）を分析対象とした。
２．調査内容
（1）部活動・サークルの所属
部活動とサークルの所属について，運動系，文化系，
無所属からから回答を求めた。
（2）部活動・サークルへの積極性尺度
部活動・サークルへの積極性な参加に関する先行研
究（岡田，2009；渡辺・大重，2010）から項目を収集
し，４件法で回答を求めた。得点が高くなるほど，活
動への積極性が高いことを意味する。
（3）学校適応感
大学生の学校適応感を測定するために，大久保

（2005）が作成した青年用適応感尺度を使用した。こ
の尺度は，４つの下位尺度から構成されており，劣等
感の無さは逆転項目の処理を行った。得点が高いほ
ど，学校適応感が高くなることを意味する。

結　果
部活動・サークルへの積極性尺度に基づき，運動系

と文化系に所属する大学生をそれぞれ積極群と消極群
に分けた。次に，所属の違いによる学校適応感の高さ
にについて検討するために，一要因分散分析を行った。
その結果，居心地の良さの感覚と課題・目的の存在に
おいて，運動系積極群と文化系積極群は，他の全ての
群より得点が有意に高かった。被信頼・受容感におい
て，運動系積極群と文化系積極群は，運動系消極群と
文化系消極群より得点が有意に高く，無所属群は文化
系消極群より得点が高いことが確かめられた（表１）。

考　察
分析の結果，居心地の良さの感覚と被信頼・受容
感，課題・目的の存在において，運動系と文化系の積
極群は運動系と文化系の消極群より得点が有意に高い
ことが確かめられた。課外活動への参加頻度とその種
類の多さは，大学生活と心理面の適応との間に正の関
係を有することが報告されている（Darling et al., 2005; 
Feldman and Matjasko, 2005）。また，自分にとっての
居場所が，自己受容，充実感（石本，2010）および学
校適応感（谷渕，2015）と正の関係にあることが明ら
かにされている。このことから，大学生の部活動・
サークルへの積極的な参加は，大学への目的を明確に
させたり，大学では自分にとっての居場所を有してい
ると感じさせたり，自分は周囲の人から受け入れられ
ているという認識を促したりすることが考えられる。

研究報告

キーワード：運動系，文化系，無所属，居場所

M  M  M  M  M  F値 p値 

居心地の良さの感覚              
被信頼・受容感              
課題・目的の存在               
劣等感の無さ             

多重比較

運動系積極群、運動系消極群、文化系積極群、文化系消極群、無所属群

運動系積極群 運動系消極群 文化系積極群 文化系消極群 無所属群

表１．学校適応感の分析結果
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大学体育における柔道授業の実施状況と課題

筑波大学大学院　川　戸　湧　也�

　　梶　田　和　宏�

筑波大学　木　内　敦　詞�

　　長谷川　悦　示

目　的
大学体育に関するこれまでの研究を概観すると，そ
の多くは，１）目的論・カリキュラム論的研究，２）
現状と課題に関する研究，で占められている。これら
はそれぞれ大学体育の質の向上を目指して実施されて
きたが，大学体育授業実践そのものに着目して行われ
たものではなかった。大学体育授業の一層の質向上の
ためには，現在どのような体育授業が実施されている
か，すなわち実施状況を検討してその課題について検
討する必要があろう。そこで本研究では柔道に着目を
し，大学体育における柔道授業の実施状況と課題につ
いて検討をすることとした。

方　法
１．対象：全国の四年制大学807大学のうち，Web上
に2016年度の大学体育授業シラバスを公開していた
780大学を対象として検討を行った。
２．シラバス分析：各大学のシラバス内に記載された
柔道授業に関する記述内容から①授業者の属性（授業
者の性別，職位），②授業の学習指導法（授業の目標，
授業の内容，授業の評価方法），について分類整理し
分析した。
３．授業者に対するアンケート調査：シラバス分析を
より深く授業の課題を検討するために，授業者に対し
て①授業者の属性（氏名，性別，教職歴，段位，資格，
職位・職階），②授業の概要（科目名称，標準対象年
次，対象学部，授業の目標），③授業の実施の手順（１
回の授業ごとの教材とその実施方法），④評価規準と
評価方法，⑤指導上の留意点ならびに工夫，について
回答を求め，整理分析した。

結　果
１．シラバス分析：対象とした全国の四年制大学780
大学のうち，柔道授業を実施している大学は46大学で

あった。内訳を見ると，国立大学８，公立大学１，私
立大学37であった。なお授業者は56名であった。授業
の目標について，「運動技術の習得・向上」（46），「柔
道精神の理解」（10），「体力増強」（７），「コミュニケー
ション能力の向上」（７），「審判法の習得」（３），「護
身術の習得」（３），「初段取得」（３），「ストレス解消」
（１）の合計８つの目標が抽出された。授業の内容を
みると，基本動作・受身（37），投技（47），固技（37）
はほとんどの授業で実施されていることがわかった。
講義（８）や護身術（６）は一部の大学において実施
されて。評価方法をみると「平常点」や「出席点」な
ど，評価規準・基準が曖昧な表現が多く用いられてい
ることがわかった。
２．授業者に対するアンケート調査：アンケート調査
では個別の事例を取り上げて検討をした。目標と評価
の関係性についてみると，例えば，目標では「技能の
習得」を掲げておきながら評価では「態度（80％）」
などの記述があり，目標と態度の対応が不十分である
大学が確認できた。また授業における目標の設定にあ
たって，当該大学の建学の精神や３つのポリシーを十
分に反映できていない大学も確認できた。一方で，内
容については絞技や関節技など中等教育よりも発展的
な内容を扱っており授業者の専門性が生かされている
内容が確認できた。

まとめ
いずれの調査においても，目標と評価の対応が十分
でない大学が確認できた。すなわち，目標と評価の関
係性に課題があると言え，木内（2016）の示唆を支持
する結果となった。一方で，授業の内容を検討すると
森田（2014）が述べているような教師の専門性を活か
した授業が多様な目的の下で展開できていると推察で
きる。

研究報告

キーワード：シラバス分析，アンケート調査，カリキュラム設計，授業設計
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地域スポーツ教室の参加継続に関わる要因の検討
―参加した親子の継続意志に着目して―

長崎国際大学　元　嶋　菜美香�

　　熊　谷　賢　哉�

　　宮　良　俊　行�

　　金　　　相　勳�

　　田　井　健太郎

目　的
スポーツ参加・継続意志に関わる要因として，「運
動強度」（ACSM，2011），「指導者対応」（中野・沖村，
2014），「仲間との交流」（文部科学省，2013），「気分
改善効果」（向山・中村，2012）などが挙げられる。
本研究では，地域スポーツ教室の参加継続に関わる
諸要因と継続意志に気分状態を媒介要因とした仮説モ
デルを設定し，地域スポーツ教室に参加した児童生徒
および保護者の継続意志に影響を与える要因について
検討することを目的とする。

方　法
１．調査対象と調査時期
１日２時間の地域スポーツ教室（計20回実施）に参
加した児童生徒および保護者を調査対象とし，のべ
551サンプルを回収した。実施期間は2016年６月４日
から2016年12月17日であった。
２．調査内容
（1）フェイスシート：名前，年齢，性別について回答
を求めた。
（2）気分状態：児童生徒に対して子ども版二次元気分
尺度，保護者に対して二次元気分尺度（坂入ら，
2009）への回答を求めた。
（3）継続意志：児童生徒および保護者に対して，「継
続意志」，「運動強度」，「指導者交流」，「参加者間交
流」，「親子間交流」に関して回答を求めた。
３．手続き
地域スポーツ教室実施前後に調査用紙を配布し，児

童生徒および保護者に個別に回答を求めた。
４．分析の手順
地域スポーツ教室の継続意志に関わる要因の変数間
の影響を検討するために，統計処理ソフト IBM SPSS 

Amos 24を用いて共分散構造分析を行った。

結　果
児童生徒（N=272）のデータを分析した結果，適合
度 指 標 は GFI=.999，AGFI=.986，CFI=1.000，
RMSEA=.000であり，モデルの妥当性が確認された。
決定係数は，「気分状態」は R²=.20，「継続意志」は
R²=.29であった。「運動強度」，「指導者交流」，「参加
者間交流」から「気分状態」，「指導者交流」，「参加者
間交流」，「気分状態」から「継続意志」に対して有意
な正のパスが確認された。
保護者（N=186）のデータを分析した結果，適合度

指 標 は GFI= .990，AGFI= .960，CFI= .997，
RMSEA=.023であり，モデルの妥当性が確認された。
決定係数は，「気分状態」は R²=.06「継続意志」は
R²=.20であった。「指導者交流（児童生徒）」から「気
分状態」，「指導者交流（保護者）」および「気分状態」
から「継続意志」に対して有意な正のパスが確認され
た。

考　察
地域スポーツ教室に参加した児童生徒は，一定の運
動強度のあるスポーツを通して指導者や参加者と交流
することによって気分状態が向上し，継続意志に影響

研究報告

キーワード：地域スポーツ，親子スポーツ，継続意志
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を与えることが示された。一方，保護者は児童生徒と
指導者の交流によって自身の気分状態が向上するこ
と，また保護者自身が指導者と交流することによって
継続意志に影響を与えることが示された。

結　論
地域スポーツ教室の継続意志には児童生徒および保

護者と指導者および参加者との交流が影響し，教室後
の気分状態を媒介する可能性が示唆された。

付　記
本研究は，平成28年度九州地区大学体育連合の研究
助成を受けて行われた。
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大学と地域・産業を繋ぐ正課外教育プログラムの事例
―大学ゴルフ授業の課題と試行―

武蔵野美術大学　北　　　徹　朗�

中央大学　森　　　正　明

大学における「ゴルフ授業」の現状
大学においてゴルフを教材とする授業は580以上存
在するが，実際のゴルフ場での授業は約50程度に過
ぎず，殆どは学内教場でプラスチックボール等を利
用した内容で完結する（北ら，2016）。ゴルフ授業の
到達目標の大半に「生涯スポーツ」の文言が見られ
るが，教具や教場の影響は学習効果や継続意欲（生
涯スポーツ）に顕著な影響を及ぼすことが明らかに
なっている（北ら，2013）。すなわち，学内教場のみ
で完結する授業では継続意欲は醸成し難いことが明
らかになっている。
河合（2014）は，正課と正課外の間を移行・往還し
ながらそれぞれの学習を結びつけて統合することを
「ラーニング・ブリッジング」として概念化し，正課
外授業の実践コミュニティに足場を置いて正課授業で
の学習へとブリッジングしている学生が知識・技能の
習得に関する得点が高いことを明らかにしている。本
報告では，大学ゴルフ授業におけるラーニング・ブ
リッジングの試行によって得られた副次的・波及的な
成果について検討し，広義の大学体育の価値について
考察する。

大学を中心とした様々なブリッジング
「大学ゴルフ授業研究会」は，学内教場のみのゴル
フ授業履修学生向けの正課外教育活動として，ゴル
フ場でのプレー体験をさせるカリキュラム（Ｇちゃ
れ）を提供している。この動きに，ゴルフ産業界の
連合体である「ゴルフ市場活性化委員会」や「日本
ゴルフ場経営者協会」等から，協力の申し出を受け
た。従来，ゴルフ場での授業が困難な要因として，コ
ストの問題や学生の技術レベルの問題等があったが，
プレー費1000円～3000円（食事込）で全国のゴルフ

場が受入意思を表明し，「日本ゴルフ用品協会」から
は大体連会員向に教具（ゴルフクラブ）の無償提供
を受けている。
「Ｇちゃれ」は2015年以降，既に８回開催されてい
るが，参加学生のほぼ全員が「とても楽しかった」，
「ゴルフにとても興味を持つようになった」，「またゴ
ルフ場でプレーしたい」，「今後もゴルフを続けたい」
等，ポジティブな回答を残す。これは，大学のグラ
ウンドで学んだ知識や技術をゴルフ場で発揮できた
ことだけでなく，他大学の学生や教員との交流，ゴ
ルフ場や地域の人との交流なども影響していること
が，事後アンケートから読み取れた。「Ｇちゃれ」は，
授業で得た知識やスキルを発揮・確認する場である
ことは勿論，その他に様々なブリッジングが生まれ
た（図１）。

事例報告

キーワード：大学ゴルフ授業，ラーニング・ブリッジング，地域や産業とのブリッジング

図１．『Ｇちゃれ』によるブリッジングの現状
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大学体育授業として多数開講される「ゴルフ」と，
全国に約2300も存在するゴルフ場，産業からの支援の
現状からも，どの地域の大学でも図２のようなブリッ
ジングが可能となっている。

図２．『Ｇちゃれ』によるブリッジングの展望
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ICT教材を用いた大学体育実技のパイロットスタディ
―初年次体育授業の主観的恩恵評価尺度（PBS-FYPE）の変容からの検討―

東亜大学　山　﨑　将　幸

目　的
近年，科学技術の進歩により，情報機器（Information, 

Communication and Technology; 以下，ICTとする）を用
いた教育効果を検討する研究が注目を集めるように
なってきた。文部科学省は，2020年度に向けた教育の
情報化に関する総合的な推進方策である「教育の情報
化ビジョン」（文部科学省，2014）を取りまとめている。
情報機器を活用することで，子どもたちの協同学習体
験を通じて，思考力・判断力・表現力等を育成するこ
とが期待されている。また，体育の ICTの活用例とし
て電子黒板で演技例を提示すること，ボール運動や器
械運動の様子を撮影し，タブレット PCで確認するこ
とで，運動をしようとする態度や課題の改善を考え，
技能の習得につながる体の動かし方に効果があること
を報告している。
しかしながら，大学体育実技を鑑みると，課題解決
型学習の授業展開というよりは，大学生に「運動する
機会を与える」といった考え方のもとに授業が行われ
ている印象が強い。大学体育実技の持つ学生の自己成
長への影響を考えると，大学体育実技の学修成果を明
示する必要性がある。こうした考え方のもと，西田ら
（2016）は，初年次体育実技の主観的恩恵評価尺度（以
下，PBS-FYPEとする）を開発しており，大学体育実
技の持つ学修成果を身体・心理・社会・生活習慣の観
点から測定できる評価尺度である。本尺度では，初年
次の体育授業を学修した結果として生じた学生自身の
種々の学びや気づきといった有益性の知覚を主観的恩
恵として定義している。
本研究では，学生の自己成長を促すには，課題解決
型学習の大学体育実技の授業展開が必要だと考えた。
学生の自己成長を促す大学体育実技のプログラム開発
の第一段階として，ICT教材を用いて課題解決型学習
の大学体育実技を行うことによって西田ら（2016）の

作成した PBS-FYPEの変容効果についてパイロット
スタディとして検討することを目的とする。

方　法
１．調査対象者
調査対象者は，初年次大学体育実技（バドミントン）
を受講した３クラスの学生60名（平均年齢19.0±1.44
歳）であった。ICT教材を用いることの学修成果への
効果を検証するために，ICT教材活用群（２クラス28
名）と ICT教材非活用群（１クラス32名）に割り付
けた。

２．調査内容
調査内容は，PBS-FYPEを自記式アンケート調査に
て行った。PBS-FYPEについては，授業初回終了時な
らびに授業最終回終了時の２回測定を行った。
PBS-FYPEは５因子25項目（運動スキル・練習方法の
習得６項目，協同プレーの価値理解とコミュニケー
ション能力の向上６項目，ストレス対処とポジティブ
感情の喚起４項目，体力・身体活動の増強６項目，規
則的な生活習慣の確立３項目）から構成されている。
回答カテゴリは７件法であり，１：全くあてはまらな
い－７：非常によくあてはまるであった。

３．授業内容
授業内容については，ICT教材活用群は，２回目の

授業からタブレット端末による技能学習を開始し，12
回目または13回目の授業までタブレットを使用した。
ICT教材非活用群は通常授業とし，内容は ICT教材
活用群と同じ内容を実施し，教員が示範による技能指
導を行った。各グループは，５－７名とし，ICT教材
活用群は教員が事前に用意した学習映像を視聴して学
習し，グループ毎に練習方法を考えさせた。

事例報告

キーワード：技能指導，自己成長，課題解決学習，タブレット端末
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４．統計分析
対象者の属性に関する割合を算出した。PBS-FYPE

の５因子を従属変数とし，群（ICT教材活用群・ICT

教材非活用群）×時間（授業初回終了時・授業最終
回終了時）の２要因分散分析を実施した。なお，すべ
ての分析は，IBM社製 SPSS Statistic ver.24を用いた。

結　果
PBS-FYPEの変容について

ICT教材活用の効果を検討するために，PBS-FYPE

を従属変数とする群（ICT活用群・非活用群）×時間
（Pre・Post）の２要因分散分析を実施したところ，交
互作用は確認されなかったが，時間要因による多変量
主効果が確認された（Wilks’λ=.643, F（5,54）=6.007, 
p<.001）。そのため，一変量分散分析の結果を確認し
たところ，すべての因子および PBS-FYPE合計得点で
時間要因による有意な主効果が確認された（運動スキ
ル・練習方法 F（1,58）=27.891, p<.001, 協同プレーの
価値理解とコミュニケーション能力の向上 F（1,58）
=14.110, p<.001, ストレス対処とポジティブ感情の喚起
F（1,58）=13.705, p<.001, 体力・身体活動の増強 F（1,58）
=14.408, p<.001, 規則的な生活習慣の確立 F（1,58）
=15.432, p<.001, PBS-FYPE合計得点 F（1,58）=29.096, 
p<.001）。さらに，多重比較検定を行った結果，ICT教
材活用群のストレス対処とポジティブ感情の喚起因子
以外で PBS-FYPE各因子得点ならびに PBS-FYPE合
計得点の向上が確認された（図１および図２）。

考　察
本研究の受講学生の PBS-FYPEの得点から，ICT

教材を活用した大学体育実技は，教員が示範を行う大
学体育実技とほぼ同様の効果がある可能性が示唆され
た。本研究の結果は，ICT教材の活用の可能性を示唆
した。つまり，大学体育実技の授業を担当する教員が
その競技の専門家ではなくても，学生の自己成長を促
すような課題解決型学習を大学体育実技授業で実施す
ることができる可能性があるのではないだろうか。
受講学生の授業感想では，「タブレット端末を使用
することは，技能を繰り返し観察できるので，技能習
得の手助けとなった」という ICT教材に対するポジ
ティブな意見が存在する一方，「タブレット端末のみ
の指導では味気ない」，「タブレット端末だけではな
く，教員の指導も欲しかった」と言った ICT教材の
みを使用することのネガティブな意見も存在した。こ
うした感想を鑑みると，今後は，受講学生の自己成長
を促すような教員示範と ICT教材を組み合わせた大
学体育実技のプログラム開発を行うことが望まれるだ
ろう。

付　記
本研究は，JSPS科研費（課題番号16H03227，研究

代表者 橋本公雄教授）の助成を受けたものです。
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大学水泳授業における自己保全および他者救助プログラムの実践報告

名桜大学　遠　矢　英　憲�

　　田　原　亮　二

緒　言
我が国の水難事故の実態は，①人口当たりの溺死及
び溺水の死亡率が諸外国に比べ高いこと，②プールよ
りも自然水中で発生する場合が多いこと等が特徴とし
て挙げられる。（稲垣ら，2014）
このことに関して，我が国の学校水泳において，水
泳指導が競泳種目のみを重視してきたことが反省とし
て挙げられ，現在では着衣泳が注目されている。しか
しながら，その実態については着衣泳の学習活動それ
自体が目的化しているという批判もある。つまり，着
衣泳は water safetyを実現するための手段の一部であ
り，溺れないための能力を開発することと合わせて計
画すべきである。（松井ら，2016）
これらの指摘は，我が国における water safetyプロ
グラムが未だ発展途上状態にあり，着衣泳に限らず，
水難事故予防の視野に立った教育方法の Innovationが
必要であることを示していると言える。
そこで本報告においては，water safetyを実現する

ための自己保全および他者救助プログラム開発に関し
て，大学水泳教育における実践報告を行う。

対　象
・対象授業　平成28年度前期名桜大学共通科目体育実
技「基礎水泳」
・授業回数　15回（90分／回）
・受講者28名（教員２名にて指導）
・実施場所　名桜大学室内25mプール（６コース，水
深1.2ｍ～1.4ｍ），潜水プール（水深５ｍ）
・授業概要　Orientation（第１回），Stroke Correction

（第２～６回），Sport Diving（第７回～第11回），
Rescue（第11回～第15回）とした。第11回はスノー

ケリングセルフレスキューをテーマとした。
・Rescue学習内容【知識】体組成と比重，肺中の空
気の影響，重心と浮心，事故の実態と浮力体の効果，
２次事故の実態，レベルに合わせた Rescue法等。
【自己保全実技】だるま浮き，浮力体（ライフジャ
ケット，ウエットスーツ）体験，平泳ぎ，巻き足，蹴
り足，スカーリング，立ち泳ぎ，ラヌーの浮標。
【他者救助実技】スノーケリング４点セット装着及
びレスキューチューブを使用しての他者救助体験。道
具を使用しない他者救助における２次事故体験。
・浮遊（survival floating）能力の測定
第３回授業時に10分間，第11回に10分間，第12回に
10分間，第13回に20分間，第14回に30分間の浮遊時間
計測を行った。

結果と考察
浮遊時間に関して，第３回授業時の10分間浮遊測定
における平均時間は，440.2秒（SD=215.8，範囲：
60-600秒）であり，10分間浮遊達成率は60.9％であっ
た。そして，第14回授業時の30分間浮遊における平均
時間は，1776.3秒（SD=117.6，範囲：1200-1800秒）
であり，30分間浮遊達成率は92.3％であった。よって
浮遊能力は向上したと考えられる。
泳力に関して，第２回授業時の10分間泳測定におけ
る平均距離は，437.9m（SD=142.3，範囲：243-814m）
であり，第10回授業における平均距離は，481.0m
（SD=99.2，範囲：325-710m）であり，平均で43.0m
の向上が見られた。また，学生による授業評価につい
ては総合評価平均4.67点（５点満点）であった。
以上の結果より，Stroke Correction, Sport Diving， 

Rescueに相乗効果が存在する可能性が示唆された。

事例報告

キーワード：大学水泳授業，安全水泳，レスキュー，授業効果測定法，長時間浮遊能力
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体育・スポーツ教育研究（第18巻第１号）

ウエイトトレーニングの授業におけるマッスルスキンスーツの有効性

日本体育大学　小　谷　　　究

目　的
ウエイトトレーニングの授業におけるマッスルスキ
ンスーツの使用が受講生の理解を助け，関心を深める
か，その有効性を検討することを目的とした。

方　法
大学一般教養体育の「総合スポーツ」という半期15
回のなかで講義や体力測定，バスケットボール，バ
レーボール，バドミントン，卓球などさまざまな内容
を展開する授業のウエイトトレーニングの回におい
て，教員が通常のスポーツウェアを着用して授業を行
なったクラスと教員がマッスルスキンスーツを着用し
て授業を行ったクラスの受講生に対して５件法と自由
記述によるアンケート調査を実施した。
授業では，はじめに骨格筋・腱の構造，筋の起始と
停止，筋の収縮様式，トレーニングの原理・原則につ
いての講義を行い，その後スクワット，プッシュアッ
プ，バイセップスカール，フロントレイズ，サイドレ
イズ等の実技を実施した。

結　果
「ウエイトトレーニングについて関心が持てる内容
だった」という質問に対する得点の平均は，通常のス
ポーツウェアで4.1±0.9点，マッスルスキンスーツで
4.8±0.4点であり，マッスルスキンスーツを着用した
授業のほうが有意に高い得点を示した（p=0.003）。ま
た，「ウエイトトレーニングの説明を補助するために
使用された教材（スライド・道具 etc）は関心を深め
た」という質問に対する得点の平均も通常のスポーツ
ウェアで4.1±1.0点，マッスルスキンスーツで4.6±0.6
点であり，マッスルスキンスーツを着用した授業のほ
うが有意に高い得点を示した（p=0.037）。さらに，自
由記述ではスーツによる説明が分かりやすかったとの
記述がみられた。

考　察
マッスルスキンスーツは視覚的印象が強いことか
ら，通常のスポーツウェアを着用した授業よりもマッ
スルスキンスーツを着用した授業のほうが受講生の関
心を深めることができたものと考える。また，マッス
ルスキンスーツは骨格筋と腱の構造や起始と停止が視
覚的に理解し易い。さらに，マッスルスキンスーツは
伸縮性があることから筋の収縮や伸張の様子がイメー
ジしやすい。このことにより，マッスルスキンスーツ
が受講生の理解を助けたものとみられる。

結　論
ウエイトトレーニングの授業でマッススキンスーツ
を用いることによって受講生の関心を深め，理解を助
けることができたことから，マッスルスキンスーツは
有効な教具となり得るといえよう。

事例報告

キーワード：理解，関心，筋

写真．マッスルスキンスーツ
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専門性向上をねらいとした通年体育授業の取組み事例

関西大学　山　下　陽　平

目　的
保健体育科目は，大学学齢期である青年を対象に人
間の身体と心の仕組みを熟知させ，生涯を通じて健や
かに過ごす術を教授する健康教育科目であるととも
に，教養教育の目的の一つである「豊かな人間性の涵
養」を担える科目の一つでもある。
保健体育科目の授業を通して得られる知識・技術・
人間性は，大学生活を健康で有意義に過ごすための一
助となるだけではなく，卒業後の人生を豊かにし，健
康で活力ある家庭や社会を築く上でも欠かすことので
きない重要なものである。しかし多くの教育現場で行
われている保健体育科目は半学期（15コマ）完結であ
るため，多くが体験型種目で終わってしまっている。
これでは種目を経験したことがある学生がゲームを支
配し，未経験者の技術が向上し，ゲーム性が高まった
時点で授業が終了している。そのため2015年度より専
門性向上を目的とした通年体育授業を行っている。通
年で体育を行うことで，さらなる技術向上やゲーム性
が高まることが考えられる。しかし多くの現場から学
生の種目に対する飽きがくる可能性を指摘された。そ
こで通年体育授業に対する学生への調査を行った。

方　法
対象はＫ大学，共通教養科目，健康・スポーツ科学
実習を履修した学生（3303名）とした。授業評価アン
ケートは授業担当者に説明を行い，対象者にも回答の
有無や内容は評価には関係しないこと，情報は授業改
善にのみ利用し適切に管理することを説明した。調査
はウェブサイトを用いて行い，有効回答数は1239件で
あった。

結　果
通年体育授業での問題点は，受講生が種目に対して
飽きがくることが心配されていたが，授業最終日に授
業評価アンケートにて来年度も同種目を履修したいと
の質問に対し，「強くそう思う」が37%，「そう思う」
が25%，「どちらともいえない」が26.3% であった。
通年体育授業を行っても62% の学生はまた履修した
いと考えていた。

事例報告

キーワード：通年授業，専門性向上，授業評価アンケート

健康スポーツ科学実習授業評価アンケート項目

⃝ 私はこの授業によく出席した
⃝ 私はこの授業に意欲的に取り組んだ
⃝ この授業を履修した動機を全て選んでください
⃝ 教員は授業開始・終了時刻は適切であった
⃝ 毎回の授業にテーマや狙いがあった
⃝ 理解しやすい説明や指導であった
⃝ 質問や相談ができる様に配慮されていた
⃝ 教員は受講生の習熟度に合わせた指導を行っていた
⃝ 授業に対する教員の熱意を感じた
⃝ 教員は受講生の反応を確かめながら授業を進めていた
⃝ 授業の内容は楽しめるものだったか
⃝ 授業の教場・用具は適切であったか
⃝ この授業で工夫してほしいものを全て選んでください
⃝ この授業を受けて，スポーツの向上心が刺激された
⃝ 交友関係が広まった
⃝ 友人や後輩に進められる授業であった
⃝ この授業を受けてスポーツが好きになった
⃝ 総合的に判断して身体を動かすことが好きになった
⃝ 可能であれば来年度，もう一度履修したい
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体育・スポーツ教育研究（第18巻第１号）

体育実技におけるリーダーシップ教育の試み
―大学体育でリーダーシップは育成できるか―

藤田保健衛生大学　若　月　　　徹�

　　宮澤（桂華）麻希

目　的
リーダーシップは代表者や権限者が発揮するとこと
考えられてきたが，近年では特別な権限を持たないも
のが発揮する能力として注目されている。これらの
リーダーシップは自然発生的なリーダーシップ（emar-

gent readership）と呼ばれ，特定の会社組織だけでな
く，交友関係や家庭内においても，組織が成果を上げ
るために必要となる。特に医療現場では患者を取り巻
く専門職が連携して医療にあたるため，医師，看護師
など各専門職がそれぞれの場面場面においてリーダー
シップを発揮する必要があると考えられる。日向野に
よればこの自然発生的リーダーシップは①目標設定，
②率先垂範，③同僚支援の３要素により構成されると
定義される。今回我々は医療系大学の体育実技の実践
において振り返りをもとにリーダーシップを育成する
ための要素について検討した。

方　法
対象は藤田保健衛生大学医療科学部臨床検査学科

ABクラス64名（男子11名，女子53名）の「スポーツ・
健康科学」（１年次後期開講15コマ）とした。ガイダ
ンスにおいてリーダーシップの最小３要素について説
明した。毎時間の授業終了後に授業支援システム
（MLS）の moodleのフィードバックモジュールを用
い毎時間の「振り返り」をスマートフォンなどのデバ
イスから入力させた。振り返りの内容はリーダーシッ
プの３要素である目標設定，率先垂範，および同僚支
援各々について授業内で「できた」，「どちらかという
とできた」，「どちらかというとできなかった」および
「できなかった」の４段階で選択させた。また，自由
記述欄に自由に感想を記入させた。すべての授業が終

了した後，moodleによりリーダーシップについてア
ンケート調査を行った。項目はカークパトリックの４
段階に基づき，①できない，②気をつけるようになっ
た（反応），③積極的に意識するようになった（学習），
④学校や授業で出来るようになった（行動変容），⑤
アルバイトや日常生活など学校以外で出来るように
なった（結果），の５段階とした。

結　果
毎時間の振り返りでは目標設定および同僚支援は２
コマ目以降「できた」と「どちらかというとできた」
と答えた学生は95％を超え，「どちらかというとでき
なかった」および「できなかった」と答えた学生はほ
とんどいなかった。しかしながら率先垂範は２回目の
授業でも「どちらかというとできた」と「できた」と
答えた学生は77％であった。「できた」と答えた学生
のみの比率で比較すると授業回数を重ねるにつれて
徐々に高くなる傾向が見られ，スポーツ種目が変わる
タイミングでそれぞれ低下した。授業後のアンケート
では100％の学生が「リーダーシップは医療職にとっ
て必要だ」と答えたが，目標設定と率先垂範について
は意識しているが行動を起こせている学生は半数に満
たなかった。

考　察
スポーツ種目が変わる毎にリーダーシップが一時低
下し，その後徐々に高くなった。スポーツ種目の変更
時にグループを再編したことから，リーダーシップに
はコミュニケーション能力やチームワークなどと関係
しているのではないかと推察された。

事例報告

キーワード：リーダーシップ，体育実技，振り返り，カークパトリックの４段階
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座学授業における体験学習動画活用の可能性

福岡大学スポーツ科学部　築　山　泰　典�

　　藤　井　雅　人

目　的
教育機関が育む学力は，従来の「知識・技能」だけ
でなく「思考力・判断力・表現力」そして「主体性・
多様性・協働性」までを含むものとして捉えられ，そ
のことが2020年大学入試改革にも反映させられること
となっている。この関連からも，教育機関での授業形
態も教員からの一方的な情報提供による形式から，児
童・生徒そして学生の情報収集から討議を経て発表に
至るアクティブラーニングへの方向転換が推奨されて
いる現状にある。
野外教育分野では1971年に米国で開発された

Project Adventure: 以下 PAは，冒険教育を背景としな
がら体感学習を中心とした教育手法であり，アクティ
ブラーニングに関連する書籍にも，その理論は用いら
れている。しかし，PAを用いた授業展開は，実際の
体験場面を設定する必要もあるため，通常教室での座
学授業での展開は困難である。
そこで，本研究では野外教育に関する座学授業の中
で，PA実施場面の動画を活用することの，アクティ
ブラーニング教材としての有効性を検証したので以下
に報告する。

方　法
平成29年11月22日２時間目にスポーツ科学部３年次
以上対象専門開講科目「野外教育・レクリエーション
支援論」受講生50名のうち，当日出席していた３年次
生28名（男性 :11名，女性17名）を対象者とした。こ
の対象者に，２種類の PA活動場面の動画を視聴させ
た後，「チャレンジャーの立場から，グループのメン
バーから（ビレイヤー）どのような言葉がけが必要と
感じるか」との設題で連続ミニッツぺーパーに記入さ
せた。

ここで，示された記載内容を，User Local社テキス
トマイニングを用い分析を行った。
また，使用した動画は，①全体の様子が分かる映像
②チャレンジャーの視線に近い位置での映像の２種類
を用いた。これは，実際の体験場面により近い状況を
演出するための工夫からであった。

結果及び考察
対象者28名のうち，実際にこの活動を経験している
学生13名，経験していない学生15名に分けて分析を

行った（図１．及び２．）。その結果，両群に「大丈夫・
頑張る・支える」との「安心感」につながる言語，「君
ならできる，応援」といった「肯定感」につながる言
語が示された。また，非経験者には多くの単語や不安
を示す言葉が認められるが，経験者には「任せる」と
いったように「支援感」につながる言語が示された。
また，行動を伴うコメントとして，経験者は非経験者
と比べ，サポート側であるビレイヤーの行動につなが
る表現を用いることが多いとの特徴が示された。しか
し，両群に共通するコメント内容も多くこのことは，
２種類の動画を用いた効果ではないかと考えた。
付記：本研究は福岡大学研究推進部領域別研究「冒
険教育研究チーム」によるものであることを記す。

事例報告

キーワード：多様な学力観，アクティブラーニング，映像教材，Project Adventure

図１．経験者の言葉 図２．非経験者の言葉
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大学生の体育授業種目選択行動とライフスキルとの関連

慶應義塾大学　東海林　祐　子

目　的
本研究では大学生の体育授業種目選択行動とライフ
スキルとの関連を検討する。種目ごとに受講する学生
のライフスキルから大学体育で可能な学生支援を検討
することを目的とする。大学生の入学時のライフスキ
ルはクラスごとに履修する体育授業によって一時的に
コミュニケーションスキルなどが向上することが明ら
かになっている（東海林ら，2016）。集団での履修後，
それぞれのライフスキルの特性を持つ学生が，どのよ
うな種目を選択しどのような学びを獲得しているかを
縦断的に調査することで，大学体育が提供できる学び
と支援を明らかにする。

方　法
対象はＫ大学Ｓキャンパスの体育２の最終課題

（2016年秋学期）のレポート提出者475名のうち，１年
次にライフスキル自己評価シート（東海林ら，2017）
を２回（授業５回目と14回目）実施している１年生か
ら３年生までの300名とした。体育実技の選択対象と
なっている44種目をスポーツの特性別に，球技，軽ス
ポーツ，心，栄養知識（座学），特殊技能スポーツ，
トレーニング（筋肉系），トレーニング（コンディショ
ニング系），武道，ラケットスポーツ，レクリエーショ
ンスポーツと分類し，入学時（事前）のライフスキル
との関連を調査した。学生が受講する種目間でのライ
フスキルの影響を分析するために分散分析を実施し
た。Ｓキャンパスでは初年次にクラスごとで受講する
体育１の履修後は，自分の意思で自分の好きな種目を
自由に選択できる体育２へ進む。最終レポート分析は
すべてデータ化し質的分析を KH Coder（樋口，2014）
を使用した。

結　果
種目間におけるライフスキルへの影響を見ると入学
時の事前調査では『コミュニケーション』において有

意な差が認められた（F（9,268）=2.034 ,p<.05）。多重
比較によれば，「トレーニング（コンディショニング
系）」と「心」のグループ間に有意差があり，「心」グ
ループは『コミュニケーションスキル』が低い集団が
履修をする傾向が認められた。

考　察
「心」グループのレポートからは，９割程度の学生
が就職活動や友人関係など様々なストレスを抱え，そ
の解消のためにこれらの種目に心の健康を求め，履修
することがわかった。また対処法が習得できた場合は
日常生活でのストレス対処を適応することで，運動意
欲が高まることが示唆された。入学時に集団で『コ
ミュニケーションスキル』を高めた学生であってもそ
れは一時的な効果に過ぎず，長い視点で学生の日常生
活に応じた様々な心身へのアプローチが重要なことが
わかった。運動に限らず心理的アプローチからの心の
健康の獲得は，様々なタイプの学生に対応するもので
あり，今後の大学体育の役割はますます大きいと考え
られる。

文　献
東海林祐子・島本好平（2017）大学体育におけるライ
フスキル獲得のための授業支援ツール体育ノートの
導入とその効果の検討．大学体育学（14）60-72.

事例報告

キーワード：ライフスキル，種目選択行動，大学体育
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ASASPO倶楽部の活動報告
―登録者数を増やす取り組みについて―

福岡大学 スポーツ科学部　水　﨑　佑　毅�

　　秀　　　泰二郎�

　　山　﨑　郁　美�

　　森　本　百合香�

　　檜　垣　靖　樹�

　　田　中　　　守�

びわこ成蹊スポーツ大学　橋　本　和　俊

Ⅰ．はじめに
ASASPO倶楽部は，福岡大学スポーツ科学部が取り
組んでいるプログラムサービスであり，共通教育科目
「生涯スポーツ演習」延長版の位置づけで実施してい
る。目的は、レクリエーション・スポーツ活動を通し
て，（1）コミュニケーション・スキル，チームワーク・
リーダーシップ，課題解決力などの醸成を促し，（2）
積極的な運動・健康への意識化により心身の健康度の
改善を図ることである。しかし，ASASPO倶楽部の認
知度が低いという問題があるため，平成27年度から認
知度を高め，登録者を増やす取り組みを行っている。
平成27年度は，登録者を増やすためにソーシャル・
ネットワーク（以下：SNS）を利用した情報宣伝（以
下：情宣）活動を行った。SNSは Facebookを利用し，
活動内容や活動報告などを写真や動画と一緒に更新し
た。その結果，登録者数は26年度の登録者数から約４
倍以上増加した（第４回大学体育連合ポスター発表）。
本年度は，昨年度の取り組みを継続するとともに，新
たな SNS（Instagram, Twitter）の導入を行い，より広
範囲に情宣活動を行った。
しかし，これまでの情宣活動は，ASASPO倶楽部に
ついて SNSを利用して検索する必要があるため，
ASASPO倶楽部に興味のある学生しか調べないという
問題がある。そこで本研究では，授業の時間を利用し
て情宣活動を行った。今までの情宣活動と比較して，

学生の興味に関係なく情宣できるので，ASASPO倶楽
部に関する情報が自然に目や耳に入ってくることにな
る。よって，さらに ASASPO倶楽部への認知度か高
まり，登録者が増えると考えられる。また，情宣活動
による ASASPO倶楽部への興味・関心を37項目の質
問紙を用いて測定した。この質問紙によって，学生の
ASASPO倶楽部に対する興味・関心を客観的に数値と
して表すことができ，効果的な情宣活動に繋がると考
えられる。

Ⅱ．方法
2-1．対象者
本学の体育授業（必修）である生涯スポーツ演習Ⅱ
を履修する１年生約2000名を対象とした。
2-2．手続き
生涯スポーツ演習Ⅱの講義時を利用して，プレゼン
テーション式の情宣活動を約10分間行った。すべての
対象者に情宣活動を行い，そのうち４名の ASASPO

担当教員が別々に情宣したクラスを対象に質問紙への
回答を求めた。質問紙は全部で37項目あり，回答に要
した時間は約10分であった。４クラス（448人）に質
問紙を配布し，有効回答率は88.16% であった。各ク
ラスの情報は表１に示した通りである。

事例報告

キーワード：大学体育，情宣，アンケート
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2-3．プレゼンテーションおよび質問紙
使用したスライド資料の枚数は全８枚であった。ス
ライドの内容については，「ASASPO倶楽部の目的」，
「今までの活動について」，「活動をまとめた動画」，
「ASASPO倶楽部の SNSについて」，「今後のプログラ
ムについて」であった。質問紙は，ASASPO倶楽部へ
の興味・関心について37項目で作成した。主な内容と
しては，ASASPO倶楽部で実施している，「スポーツ
プログラム」，「フィットネスプログラム」，「筋力アッ
ププログラム」，「体験型宿泊プログラム」，「ASASPO

倶楽部」について興味があるか，参加したいかの回答
を求めるものであった。質問紙への回答は，５件法で
行った（１．まったくそうではない～５．かなりそう
である）。

Ⅲ．結果
3-1．ASASPO倶楽部への興味・関心について

ASASPO倶楽部への興味・関心について男女別で，
興味や参加（登録）の回答に違いがあるかを求めるた
めにχ二乗検定を行い，その後，残差分析を行った。
その結果，興味の項目に関して，すべてのプログラム
で男女別の回答に違いが見られた（スポーツプログラ
ム：χ2（4）=14.85, p<.01；フィットネスプログラム：
χ2（4）=63.03, p<.001；筋力アッププログラム：χ2（4）
=20.21, p<.001；体験型宿泊プログラム：χ2（4）=16.41, 
p<.01；ASASPO倶楽部：χ2（4）=26.81, p<.001）。そこ
で，残差分析を行ったところ，スポーツプログラムで
は男子学生の方が興味はないと回答する割合が多かっ
た。フィットネスプログラムでは，女子学生の方が興
味はあると回答する割合が多く，筋力アッププログラ
ムでは，男子学生の方が興味はあるという回答が多
かった。体験型宿泊プログラムでは，女子学生の方が
興味はあると回答する割合が多く，ASASPO倶楽部全
体に対しては，女子学生の方が興味はあるという回答
が多かった。
参加（登録）したいかという項目については，スポー
ツプログラムを除いて，男女間の回答に違いが見られ
た（フィットネスプログラム：χ2（4）=56.38, p<.001；

筋力アッププログラム：χ2（4）=12.94, p<.01；体験型宿
泊プログラム：χ2（4）=15.54, p<.01；ASASPO倶楽部：
χ2（4）=24.29, p<.001）。残差分析の結果，フィットネス
プログラムでは，女子学生の方が参加したいと回答す
る割合が多く，筋力アッププログラムでは，男子学生
の方が参加したいと回答する割合が多かった。体験型
宿泊プログラムでは，女子学生の方が参加したいと回
答する割合が多く，ASASPO倶楽部への登録について
は，女子学生の方が登録したいという回答が多かった。
3-2．登録者数の変化について
情宣活動による登録者数の変化を見るために，平成
27年度の１年生の登録者数と平成28年度の登録者数を
男女別に比較した。その結果，男子学生は約３倍，女
子学生は約４倍人数が増加した。結果は図１に示した
通りである。

Ⅳ．考察
本研究の目的は，授業時間を利用した情宣活動に
よって，ASASPO倶楽部への興味・関心を高め，さら
に質問紙を用いて，学生が ASASPO倶楽部のどんな
活動に興味を持ち，参加したいと思うかを調べること
であった。
質問紙の結果から，ASASPO倶楽部の活動への興味
は男女別に異なっていることが示された。また，参加
意欲については，フィットネスプログラムは女子学生
の方が高く，筋力アッププログラムでは，男子学生の
方が高かった。また，ASASPO倶楽部全体への興味や
登録については，女子学生の方が魅力的に感じている
ことが明らかとなった。よって，男女別にターゲット
を絞った情宣活動が，今後の参加者数を増やす取り組
みとして有効になると考えられる。また，平成27年度
の登録者数と比較した結果，男女ともに登録者数が増
加したことから，授業時間を利用した情宣活動は有効
であったと考えられる。

表１．各クラスの情報

図１．１年生の男女別登録者数（平成27年度～平成28年度）
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ASASPO倶楽部における新プログラムの導入
―現状と今後の課題―

福岡大学スポーツ科学部　秀　　　泰二郎�

　　水　﨑　佑　毅�

　　山　﨑　郁　美�

　　森　本　百合香�

　　檜　垣　靖　樹�

　　田　中　　　守

１．ASASPO倶楽部について
平成24年に発足された ASASPO倶楽部はスポーツ
科学部が身体活動の機会を希望する全ての学生に対し
て提供するスポーツプログラムサービスである。本プ
ログラムは，スポーツ種目を通じて学生同士の交流を
深めていく「スポーツプログラム」，学外から専門講
師を呼び学生のニーズにあったフィットネスを提供す
る「フィットネスプログラム」，そして長期休暇中に
海・山・川・雪山という自然と向き合いながら寝食を
共にし，共同生活と自然の大切さを学んでいく「特別
講座」など，年間を通したスポーツプログラムから構
成されている。

２．新プログラム導入への経緯（３ヶ月間計
18回）

様々なプログラムを提供してきた ASASPO倶楽部
であったが，そのプログラム内容は参加学生のニーズ
により淘汰されていった。そのような中，昨今の健康
ブームに伴いウエイトトレーニングプログラムを開設
する運びとなった。
福岡大学は第二記念会堂に839.7m2の敷地面積で主

にフリーウエイトやストレッチ，体幹トレーニングが
行えるトレーニング室（図１）とトレーニング室に隣
接しマシントレーニングを目的とした218.9m2の広さ
を持つ新館１階（図２），そしてその２階（図３）に
はエアロバイク23台とトレッドミル９台を有する施設

がある。
部活動生の多くはス
ポーツ科学部生であり授
業でトレーニング理論や
実習を履修するため，正
しいトレーニング法を実
行できるが，一般学生は
それらの授業を履修しないため誤った方法で行なって
いる者が多く，怪我や障害の原因となり得る。
スポーツ科学部では３年次より様々なコース（ス
ポーツ科学科４コース，健康運動科学科３コース）が
準備されており，専門的な教育を受けることができ
る。スポーツ科学科４コースの中には将来スポーツ現
場でストレングストレーナーやアスレティックトレー
ナーを希望する学生を対象としたトレーナーコースが
あり，毎年20名前後の学生が専門的な知識や技術を修
学している。
正しいトレーニング法を知らない学生に安全で効果
的なトレーニング法を学んで欲しい，そしてトレー
ナーコースで学ぶ学生に講義や実習で学んだ知識や理

事例報告

キーワード：ウエイトトレーニングプログラム，トレーナーコース，学生インストラクター

図１ 図２

図３
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論を用いて指導し，更にトレーニング学を学んで欲し
いと言う願いからプログラムが構成された。

３．活動プログラムの内容について
本プログラムは，９月29日から12月26日までの約
３ヶ月間にわたり18回のトレーニング日（月曜日・木
曜日）が設けられた。プログラム開始前（１回目），
期間中（８回目），そして最終日（18回目）には体組
成・POMS・Big3（ベンチプレス・スクワット・デッ
ドリフト）の測定が行われ，ウエイトトレーニングに
よる身体的・心理的変化が測定された。
参加者は３～５名の少グループに分けられ，各イン
ストラクターの指導のもとトレーニングを行なった。
トレーナー職に興味を持つ，またはトレーナーコース
に所属するスポーツ科学部生がインストラクターとな
り，学んだ理論や実技を用いて指導を行なった。
トレーニング後は行ったトレーニングにおける心理
的達成感尺度（１：全く満足していない～５：大変満
足している）を測定し，またウエイトトレーニングに
よる効果を最大限とするためにサプリメント（大塚製
薬：アミノバリュー）が無料提供された。

４．問題点と今後の課題
ウエイトトレーニングプログラムは，初回の測定日
には15名（男性11名，女性４名），期間中（８回目）
では10名（男性７名，女性３名），そして最終日（18
回目）では２名（男性１名，女性１名）と回を重ねる
ごとに参加者が減少していった（図４）。継続した学
生のプログラム参加が得られなかった原因を考察する
にあたりいくつかの問題点が挙げられた。
まず始めに連続したトレーニング日を確保できな
かったことが挙げられる。週２度の設定されたトレー
ニング日は３・６週目にあった祝日，また５・８・13
週目にあった補講週により行うことができなかった。
身に付きだしたトレーニングの習慣も祝日や補講週の
ために失われた可能性がある。

二つ目の原因として，個々のトレーニング目標の違
いが挙げられる。初回の測定日に個人目標アンケート
を実施ししたが，その中で個人目標（筋力アップ・減
量など）が異なる参加者がグループ内に混在し，必ず
しも個人の希望に沿ったトレーニングが行われなかっ
た。参加者にとって目標にそぐわないトレーニングを
行う行為が，プログラム参加継続への意欲を削いでし
まうことへと繋がったと考えられる。
そして最後の原因として，限定されたトレーニング
日時（月曜日，木曜日ともに18 : 00–19 : 00）が挙げら
れる。学生インストラクターの限られた人員により，
日時を完全固定しトレーニングが行われた。したがっ
て指定された日時に合わない利用者は参加することが
困難となってしまった。参加者の学部学科，そして学
年は様々であり，生活のリズム（授業やアルバイトな
ど）も様々であるため，限定された日時に行うトレー
ニングの困難さが伺えた。
上記の問題点を踏まえた上で，今後の課題としてい
くつかの点が挙げられる。
連続したトレーニング日が設定できなかった問題点
に対して，補講週でも継続して行い，祝日や行事など
が入った週には月曜日，木曜日以外の曜日にもトレー
ニングを行う，などの改善策により連続したトレーニ
ング日を確保することができると考える。
また個々のトレーニング目標の違いに対する対応策
として，個人目標アンケートの結果を元に，目標に
沿ったトレーニングプログラムを作成し，指導してい
くことにより参加者が継続してプログラムに参加でき
る環境を作り出していけると考える。
そして最後に，限定されたトレーニング日の問題点
を解消するために，スタッフの人員を増やし，グルー
プ制を廃止し，週５日利用できる日にプログラムへ参
加するシステムを構築することが継続したプログラム
への参加に繋がると考える。

５．まとめ
今年度から開始したウエイトトレーニングプログラ
ムは本学において前例がないため手探りの状態でス
タートし，トレーニングが進むごとに問題点や今後の
課題などが徐々に浮き彫りとなっていった。学生イン
ストラクターが中心となり小グループで展開されたト
レーニングは単に体を鍛えるだけではなく，指導者で
ある学生インストラクターと利用者である一般学生と
の間で人間関係を育成する大切な場となった。学生イ
ンストラクターも講義や実習等で学んだ知識をアウト図４
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プットする場（インターン）として，また将来インス
トラクターやトレーナーとして働いていくために良い
経験となったと思われる。
大学生のうちから運動の楽しみや大切さを学ぶこと
は今後懸念される生活習慣病の予防となる。学部の特

色であるトレーナーコースを実践的なものとし，学部
生の良い経験の場としても本プログラムが活用されて
いくことを望む。今後は浮き彫りとなった問題点や課
題を修正し，より良いプログラムを学生に提供してい
きたいと考える。
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オリンピック教育における「金栗四三」の教材価値

福岡大学　柿　山　哲　治

目　的
オリンピック・パラリンピック教育に関する有識者
会議の「オリンピック・パラリンピック教育の推進に
向けて」最終報告（2016年７月21日）では，「オリン
ピック・パラリンピック教育」は，①「オリンピック・
パラリンピックそのものについての学び」と，②「オ
リンピック・パラリンピックを通じた学び」から構成
されている。①は，オリンピック・パラリンピックに
関する知識のほか，選手の体験・エピソード，大会を
支える仕組み等について学ぶことが考えられ，②は，
オリンピック・パラリンピックを契機としてスポーツ
の価値，スポーツまたはスポーツマンシップが，チャ
レンジや努力を尊ぶ態度，ルールの尊重やフェアプ
レーの精神等を学び，スポーツをしようとする気運や
体を動かすことへの自発的な関心の向上，生涯にわ
たってスポーツに積極的に参画することにつなげるこ
とが求められるとしている。また，大学等におけるオ
リンピック・パラリンピック研究，スポーツ医科学や
競技用具等に関する研究開発の推進として，オリン
ピック・パラリンピックの歴史や意義等に関する研究
は，オリンピック・パラリンピック教育の充実に直接
つながるものであり，大学等における研究の充実が求
められている。

方　法
日本が初めて参加した1912（明治45）年の第５回オ
リンピックストックホルム大会に，マラソン代表とし
て出場した金栗四三に関する書籍２冊の記述内容を元
に，生い立ち，選考会出場までのエピソード，選考会
でのエピソード，選考から大会までのエピソード，大
会でのエピソード，大会後のエピソードに分けて教授
し，学生に授業の感想を書かせた。

結　果
授業後，感想を記述分析したところ，学生は，オリ
ンピック出場に文部省が反対したり，オリンピックに
自費で行かなければならなかったといった代表選手に
対する扱いが現在とは大きく異なっていたことに驚
き，同じ国籍や同郷，同種目といった自分との共通点
に親しみを感じ，真摯にマラソンと向き合い，「体力・
気力・努力」を座右の銘として生き抜いた態度に共感
している様子が窺えた。

考　察
金栗がストックホルム大会に挑んだ行動全てが日本
人にとって初めて見聞きする経験であった。それは，
金栗以降のオリンピアンとは多くの点で異なり，その
一つひとつが金栗を通した日本人の初めての経験が語
られるべきエピソードとして成立していた。加えて，
金栗は無類の研究熱心であり，マラソン用の足袋から
トレーニング方法の開発はもちろん，暑さや船酔い対
策，電車に長時間乗る練習，語学の習得なども怠らな
かった。しかしながら，金栗に関する学術的研究はほ
とんどなされておらず，彼が取り組んだ脂抜きの方
法，金栗足袋の開発，箱根駅伝の創設等について，大
学等における研究機関で研究を着手する必要性がある
ものと思われる。

結　論
オリンピック教育における金栗四三の教材価値は高
く，今後，金栗に関して得られたエピソードを，１次
史料の発掘・分析により紐解くことで，その価値はよ
り高められる可能性が期待される。

事例報告

キーワード：ストックホルム大会，マラソン，脂抜きの走法，金栗足袋，箱根駅伝
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大学体育授業における視覚障害者スポーツ（ゴールボール）の実践
―筑波技術大学教育関係共同利用拠点事業の利用報告―

筑波技術大学　栗　原　浩　一�

　　香　田　泰　子�

　　中　島　幸　則�

　　向　後　佑　香

はじめに
筑波技術大学障害者高等教育研究支援センターは，
文部科学大臣による「教育関係共同利用拠点」認定制
度のうち，障害者高等教育拠点として位置付けられて
いる。本事業の中の体育・スポーツに関わる取り組み
の一つとして，大学体育教員や障害学生支援担当教職
員，また将来の指導者や支援者となる可能性のある体
育や教育・福祉を専攻する大学生を対象に聴覚・視覚
障害者の体育・スポーツ活動に関する講習会の開催や
講師派遣を実施している。本稿では，視覚障害者ス
ポーツの実践による視覚障害および視覚障害者スポー
ツの理解を目的として，児童教育を専攻する学生を対
象とした大学体育授業において，視覚障害者スポーツ
の一つであるゴールボールを実施した事例について報
告する。

ゴールボールとは
ゴールボールとは，アイシェード（目隠し）を着用
したプレーヤー同士が，ボールを転がすように投球し
ながら相手ゴールにボールを入れる球技であり，パラ
リンピックの正式種目の一つでもある。プレーヤーは
ボールの転がる音を聞いたり，紐の入ったラインを触
るなど，視覚の代わりに聴覚や触覚を活用しながらプ
レーすることが競技の特徴として挙げられる。

実施概要
平成28年９月に，Ａ大学の１年生２クラス57名の
学生を対象に，視覚障害者スポーツの体験を目的に，
一般体育授業の種目の一つとしてゴールボールを実
施した。
コートは既存のバレーボールコートラインを利用

し，ゴールの代わりにコーナーにパイロンを設置した
ものを体育館内に２面設置した。
授業の展開として，①競技の説明と安全面の注意

（10分），②アイマスク慣れを目的とした活動と準備運
動（10分），③ボールを用いた練習（20分），④簡易ルー
ルでの試合（40分）の流れで実施した。また授業全体
を通して，特に安全を確保するため，常に二人一組で
行動し，少なくとも一人は必ずアイマスクを外してい
ること，アイマスクを外している側はアイマスクを着
用しているパートナーの安全を守るなどのルールを定
めた。試合では，プレーヤーに対して周囲の者がアド
バイスをして良いなどのルール変更を行い，受講学生
が審判も務めた。

結果および考察
受講学生からは，視覚の代わりに聴覚や触覚を頼り
に動くことの難しさや楽しさ，アイマスクを着用した
相手に言葉のみで理解してもらうためのコミュニケー
ション能力の重要さへの気付きに関する感想などが得
られた。
ゴールボールは比較的ルールが分かりやすく，転が
るボールの音のみに集中してプレーできるという競技
特性から，短時間でも試合形式での競技体験を行うこ
とができた。一方で，音を活用するという競技特性上，
大人数で同時に活動すると，雑音が多くなり競技が困
難になること，また，１コマの授業の中でどこまで目
標を達成できたかを把握することも重要であると考え
られる。今後は，講義時間数を増やした際の発展的内
容や，学習目標に応じた授業展開とその評価方法の検
討が必要であると考えられる。

事例報告

キーワード：大学体育，教育関係共同利用拠点，障害者スポーツ，ゴールボール
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段階表を用いた水泳授業の取り組み事例
―技能向上を把握できる評価表の検討―

武蔵丘短期大学　太　田　あや子

目　的
本学の中学校保健体育教員や健康運動実践指導者の
資格取得をめざす学生を対象とした水泳の専門的授業
では，技能向上を学習目的としている。そこで個人の
泳力の実態を把握し，泳力向上の様子を認識するため
にクロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ，個人メド
レーの５種目について最大１～14段階の評価表を用い
ている。この評価表は，水泳授業が盛んな中学校の評
価表をもとに作成したもので，「中学生に負けない泳
力」を獲得することを学生に理解させ，各自の課題に
取り組むのに有効な資料となっている。その評価表を
用いて本学学生の泳力を授業前と授業後で比較し，授
業の成果を評価し，それをもとにより学生の実態に
あった評価表の作成を検討することを目的とした。

方　法
平成27年度に水泳の授業を選択し，単位を取得した
１年生72名（男子22名，女子50名）を対象に，評価表
を用いて授業前と授業後の泳力評価を行った。授業前
は自己評価，授業後は記録測定の値を用いて評価し
た。単位取得の基準は表１のとおりである。

授業は３コマ展開で行い，１コマは泳力別に３班，
他は２班編成で各班に指導者１名が指導した。100m
個人メドレーの完泳を授業の目標とし，25ｍを２泳法
で泳ぐことを単位取得の最低条件とした。実技の授業
は屋外プールで，５月末から７月までは週１回，８月
に２コマの集中授業を２回計13回実施した。

結　果

泳力の段階が向上した者が多かった。図１に泳力の
評価を示した。背泳とバタフライは授業前には泳げな
い者が多く授業を受けて初めて泳げるようになった者
が多く，クロールに比べるとＡ以上の評価の者が少な
い。また，女子はバタフライを泳げずに授業を終了し
た者が多くみられた。

考　察
授業後の評価では，多くの者の段階が上がり，泳力
向上を評価表で確認することができた。しかし，バタ
フライは25ｍ完泳後の次の評価段階のタイム設定が厳
しい傾向があることが明らかとなり，評価表の検討の
必要性が示唆された。

事例報告

キーワード：水泳授業，段階表による泳力評価，評価表の検討

表１　単位取得の基準

段階25ｍ背泳 25ｍバタフライ 個人メドレー
S 男 13：～22”00 ～21”00 100m　～1’45
女 13：～26”00 ～24”00 100m　～2’00

A 男 12：～25”00 ～24”00 100m　～2’10
女 13：～28”00 ～27”00 100m　～2’20

B 男 11：～35”00 完泳 100m　　完泳
女 11：～35”00 完泳 100m　　完泳

C 共通 最低２泳法25m完泳
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図１．泳力の評価
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<RT1> 大学体育授業におけるルーブリックの活用

企画 ･司会　小　林　勝　法 
（文教大学）�

話題提供者　小　林　勝　法 
（文教大学）�

　　　平　工　志　穂 
（東京女子大学）

平成24年度に取りまとめられた中央教育審議会の答
申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向
けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大
学へ～」（中央教育審議会，2012a）では，学生の主体
的な学修を促す質の高い学士課程教育への質的転換の
必要性が指摘されており，大学には学修成果の把握の
具体的方策の研究・開発などが求められている。
ルーブリックはアメリカで開発された学修評価の基
準の作成方法であり，評価水準である「尺度」と，尺
度を満たした場合の「特徴の記述」で構成される。記
述により達成水準等が明確化されることにより，他の
手段では困難なパフォーマンス等の定性的な評価に向
くとされ，評価者・被評価者の認識の共有，複数の評
価者による評価の標準化等のメリットがある（中央教
育審議会，2012b）。
近年，大学教育の様々な分野でルーブリックの導入
が始まっており，日本の大学教育に導入するための手
法や課題について研究が行われている（沖，2014）。
大学体育の分野においてもルーブリックは徐々に導入
され始めている。
ルーブリックを大学体育関連授業に用いた事例とし
ては，スポーツ方法実習（水泳）においてレポート課
題評価及び運動技能評価にルーブリックを用いた事例
（浜上，2014），１年次必修の体育授業における成績評
価基準について，ルーブリックを用いて作成を試みた
事例（松元ほか，2013），大学体育の授業者がまとめ
と振り返りを行うための授業運営自己評価ルーブリッ
クを作成した事例（狐塚，2016）などが報告されてい
る。また，東北福祉大学ではバレーボール，ダンス，
卓球，短剣道の種目について，学習目標の確認や学習
成果の自己点検・評価，学生同士の相互評価に活用す
るためのルーブリックを大学のホームページに掲載し

ている（online）。
大学体育においてもルーブリックは成績評価や教育
効果の検討を行う際の客観性，透明性，厳格性などに
貢献するものと思われる。しかし，ルーブリックを大
学体育関連授業に導入する際の実施方法や，導入した
際の効果についての研究はまだまだ少ない。大学体育
授業に導入する場合，どのような手法が有効でどのよ
うな効果が期待されるのか，より詳細に検討する必要
があると考える。

コミュニケーションスキル向上を目的とした
ルーブリックの導入事例
体育系学術団体からの提言2010の「21世紀の高等教
育と保健体育・スポーツ」では，近年他者とのコミュ
ニケーションスキルの低い学生が増えており問題を抱
えている学生もいること，体育の授業が人間関係を促
進し，自己効力感を高め，授業でのスポーツ経験を通
してコミュニケーションスキルを含む社会的スキルを
向上させることが教育効果の１つとして期待されるこ
とが示されている。そこで，大学体育の授業において
コミュニケーションスキルをより高め，かつ教員及び
学生が学修成果をより客観的に把握するための方法を
模索することを目的として，ルーブリックを導入した
授業の調査を実施した。
ルーブリックの評価項目は，コミュニケーションス
キルという観点からみて大学体育の授業で重要と思わ
れる項目，大学体育の授業で特に学修が期待される項
目を選定したいと考え，大学体育教育を担当している
教員間で検討を行った。その結果，「挨拶」，「返事」，
「声かけ・働きかけする」，「正確に伝える」，「話を聞
き理解する」，「気配り」，「協力」，「ムードメイク（盛
り上げ）」の全８項目を選定した。そして，各項目に

ラウンドテーブル
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ついて４段階の評価尺度（C, B, A, AA）を設定し，各
項目，各段階の評価基準を作成した。
ルーブリックは関東圏の２大学の体育実技を含む大
学体育（2016年度後期：１単位）の授業において，初
回時にその目的と内容の説明等を行い，以後毎回の授
業終了時に実施した。初回時，最終回時にはコミュニ
ケーションスキルを測定することができるコミュニ
ケーション・スキル尺度：ENDCOREs（藤本ほか，
2007）を実施した。さらに最終回時には同尺度結果に
ついて，自己統制，表現力，解読力，自己主張，他者
需要，関係調整の各スキルについて，各自スキルレベ
ルのチェックを行った上で，コミュニケーションスキ
ル向上を目的としたルーブリックに取り組んだ感想の
自由記述を求めた。
調査は無記名とし，成績とは全く無関係であるこ
と，参加は任意であることを説明したうえで同意が得
られた学生を分析の対象とした。対象者は221人で
あった。質問紙，ルーブリックには教員が知りえない
任意の８桁の数字を設定してもらい，全てに同じ８桁
の数字を記入するよう求めた。
初回時と最終回時ともに ENDCOREsの提出を確認
できた学生は179名であった。これらの学生について，
ENDCOREs（７件法）で測定された自己統制，表現力，
解読力，自己主張，他者需要，関係調整の各スキル尺
度について，初回時と最終回時の尺度得点の平均値と
標準偏差を算出し，ｔ検定を行った。その結果，全て
のスキル尺度で最終回時の方が初回時よりもスキル得
点が高くなることが示され（表１），ルーブリックが
大学体育のコミュニケーションスキルをより高めるた
めのツールとして効果的であることが示唆された。今
後ルーブリックを実施していない学生との比較など，
より詳細な検討が必要と思われる。

また，調査を行った大学の一部のクラスではルーブ
リックの８項目の評価尺度の評価基準を学生に作成さ
せた。ここではクラスのメンバーを８班に分け，班ご
とに項目を１つずつ割り当て，班のメンバーで話し
合って，担当する項目の評価基準（４段階）を作成し
てもらい，クラス全員による了承を経て確定させた。
これをまとめたものを，そのクラスのルーブリックと
して使用した。学生が作成した評価基準は，学生なら
ではの発想や学生がよく用いる言葉が盛り込まれてい
て，大変ユニークなルーブリックに仕上がった。この
大学において，ルーブリックの各評価尺度の評価基準
を教員が作成したものを使用した授業（２クラス66
人）と，学生が作成したものを使用した授業（２クラ
ス64人）について，ENDCOREsのスキル尺度ごとに
２要因分散分析［作成者（教員，学生）×実施回（初
回，最終回）］を実施した。その結果，自己主張と関
係調整について交互作用がみられ（表２），自己主張
は教員作成，関係調整は学生作成のものの方が最終回
時の得点が高い傾向が示された。ルーブリックの評価
基準を学生自身が作成することで，ルーブリックが学
生にとってより親しみやすく，わかりやすいものにな
るのではないかと思われる。また学生がルーブリック
の評価観点をより能動的に理解することにつながり，
コミュニケーションスキルのより積極的な学びや獲得
が促されるのではないかと考えた。しかし本調査結果
からは，ルーブリックの評価基準を学生自身が作成す
ることによってこれらの成果を得るためには，より一
層の工夫や改善が必要であることが示唆された。本調

尺度 初回 最終回 ｔ

自己統制 4.79±0.91 4.94±0.93 -2.63 **

表現力 4.32±1.01 4.58±0.97 -3.85 **

解読力 4.98±0.99 5.17±0.96 -2.67 **

自己主張 4.05±1.02 4.52±1.06 -5.55 **

他者受容 5.20±0.97 5.35±0.90 -2.27 *

関係調整 4.88±0.97 5.05±0.98 -2.62 **

** p<.01  * p<.05

表１　初回、最終回における各コミュニケーションスキル尺
度得点

教員作成 学生作成 実施回 作成者 実施回×作成者

初回 4.60±0.80 4.78±0.87 F=11.89 F=3.61 F=1.48

最終回 4.75±0.88 5.08±0.88 p<.01 n.s. n.s.

初回 4.31±0.87 4.26±1.02 F=25.58 F=0.07 F=0.05

最終回 4.68±0.94 4.66±0.99 p<.01 n.s. n.s.

初回 4.88±1.00 4.99±0.98 F=12.55 F=0.58 F=0.11

最終回 5.14±0.94 5.27±0.98 p<.01 n.s. n.s.

初回 3.89±0.86 4.00±1.09 F=53.36 F=1.20 F=8.98

最終回 4.85±1.10 4.41±1.01 p<.01 n.s. p<.01

初回 5.13±0.90 5.26±1.05 F=2.87 F=1.17 F=0.25

最終回 5.22±0.94 5.42±0.90 n.s. n.s. n.s.

初回 4.82±0.87 4.74±1.11 F=9.32 F=0.16 F=4.00 

最終回 4.90±0.94 5.10±0.88 p<.01 n.s. p<.05

他者受容

関係調整

評価基準作成者 二要因分散分析

自己統制

表現力

解読力

自己主張

表２　各コミュニケーションスキル尺度における初回と最終回のルーブ
リック評価基準作成者別の平均値と標準偏差及び分散分析結果
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査においては各学生が作成に関わった項目が実質１項
目にとどまったことなどがこうした結果に影響した可
能性が考えられる。
授業の最終回時にコミュニケーションスキルの向上
を目的としてルーブリックに取り組んだ感想を求めた
自由記述には，「自分のことを見直せる機会だった。
ルーブリックは後半になるにつれ，どんどん数値が上
がっていった。」「少し，高く評価しすぎてしまった。
だけど，コミュニケーション能力はこの１年でおどろ
くほどのびたと自分でも感じている。これからの人
生，このスキルを生かして，がんばりたいと思う。」
などのコメントがみられた。ルーブリックや
ENDCOREsを行うことによって，自分自身のコミュ
ニケーションスキルの現状を把握し，スキル向上に向
けて新たな目標設定を行っている様子がうかがえた。
本調査では，大学体育の授業でコミュニケーション
スキルの向上のためのルーブリックの導入に，一定の
教育効果が期待できることが示唆された。今後，コ
ミュニケーションスキル向上を目的としたルーブリッ
クの効果や，より有効な導入方法等について，更に詳
細な検討が必要と思われる。ご関心をお持ちの先生方
と協力してこの分野の研究を推進し，議論を深めるこ
とができれば幸いである。
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<RT2> 安全で楽しい授業創造を目指した球技の�
ティーチングティップス

企画 ･司会　北　　　徹　朗 
（武蔵野美術大学）�

話題提供者　服　部　由季夫 
（星槎大学）�

　　　浅　井　泰　詞 
（目白大学）

欧米の大学では特に新任教員の教授法に関するヒン
ト集（ティーチングティップス；Teaching Tips）が盛
んに作成され利活用されている。ティーチングティッ
プスは，授業ハンドブックとして作成されている場合
が多く，カリフォルニア大学やシカゴ大学などのもの
がよく知られている。日本では，2000年に名古屋大学
が開発した「成長するティップス先生」が有名で出版
（玉川大学出版部，2001）もされている。
企画者らは，過去に小中高大学にまたがる球技の教
材として盛んに行われている『ベースボール型の
ティーチングティップス』について報告している（北
徹朗，森正明，2014）が，大学体育に関する学術研究
集会での公のプログラムにおいて，ティーチング
ティップスと冠したテーマで取り上げられたことは未
だかつてない。
そこで，このラウンドテーブルでは，大学体育にお
いて比較的盛んなソフトボールをはじめとする「ベー
スボール型」と全国の大学において約580授業もの開
講がされている「ゴルフ」の事例について２名の登壇
者から話題提供を頂き参加者の皆様と検討したい。
ベースボール型の話題提供者として，星槎大学准教
授の服部由季夫氏に登壇頂く。服部氏は星槎大学開学
時の設立メンバーであり，教員養成課程における教養
体育のカリキュラムをゼロから構成した実績のほか
に，長年，電気通信大学でもソフトボール授業を担当
している。
ゴルフの話題提供者として，目白大学専任講師の浅
井泰詞氏に登壇頂く。浅井氏は（一社）大学ゴルフ授
業研究会の世話人であり，同研究会が発行した『ゴル
フの授業実践』（三恵社，2016）の著者の１人である。

○�ベースボール型ゲームのティーチング
ティップス（星槎大学　服部由季夫）
ベースボール型ゲーム，即ち野球は，近年価値観の

多様化のもと，プレイヤーも視聴者も減少している。
嘗てであれば，１クラスに経験者が何人もいた為が，
現在では経験者も少なく，家庭で何となくテレビに野
球が流れているということもあまりなく，ルールもほ
とんど知られていないというのが現状である。
従って，嘗て「会話のキャッチボール」という言葉
に象徴されたような，キャッチボールという行為です
ら，最早一般的ではなくなりつつある。また授業で実
際に行われているソフトボールは，質量があるため，
誤ったプレイで怪我をしやすい。
ベースボール型ゲームで求められる技術は多岐に及
ぶ。ボールを取る，ボールを投げる，ボールを打つな
どである。球技の中でも特に様々な技能が求められる
競技である。キャッチボールやゲームにおける守備に
おいて，ボールを取る技術は言うまでもなく大切であ
り，捕球動作がままならないと容易に怪我に繋がる。
経験の少ない学生は，守備の場面で早い打球やイレ
ギュラーバウンドに対して，グローブを付けていない
利き腕が咄嗟に出てしまい，負傷に至ることもある。
そうしたことを防ぐために，グローブで捕球すること
を徹底したい。その為にはグローブの出し方が大切に
なってくる。グローブの出し方を習得する為に，２～
３ｍくらいの距離から受け手の様々な方向に連続的に
軽く球を出すと捕球技術は高まることが認められた。
また，ボールを打つ技術において，ティーボールや
ソフトボールでは，早い投球がない為，結局良い打撃
に必要なことは早いスウィングということになってく
る。しかし経験の浅い学生は，球に当てることに意識
を置きすぎるあまり，「よいしょ」といった感じのス
ウィングとなってしまい，ダラーットしたスウィング
になってしまいがちである。願わくば，しっかり引き
付けて，素早いスウィングで球を打ちたい。その為に，
指導者が（この場合私自身であるが），バットを構え
た状態で押さえ，スウィングの動作で力を入れてもら

ラウンドテーブル
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い，その状態からリリースし，素早いスウィングを体
感してもらうことを実践した。打撃の場合，芯に当て
ることと，素早く振ることが必要となってくるが，素
早く振ることに関しては，こうした練習で改善が感じ
られた。ベースボール型ゲームの場合，得点の為には
打つことが不可欠であり，こうした練習が奏功してい
たと考えられる。
ゲームの進行の上で，しっかり打って，しっかり守
るということが肝要であり，ある程度ルールの改編も
求められる。実際の授業では，男女混合で行われてお
り，内野ゴロなどは女子選手がキャッチさえすればア
ウトなどのルールを導入している。女子学生は何しろ
捕球動作をしっかり行おうと目論み，それはベース
ボール型ゲームを習得する上で，有意義なことと考え
られる。
今後も安全に配慮し，技術の向上に繋がるような
ティップスの開発に努めていきたい。

○�ゴルフ授業におけるティーチングティップ
ス（目白大学　浅井泰詞）
ゴルフは全国で581もの授業が開講されており，多
くの大学において教養体育授業として取り入れられて
いる種目である（北ほか，2016）。しかしながら，開
講される大学によって教場が様々であり，土や人工芝
のグラウンドやテニスコート，打ちっぱなしケージ，
ショートコース，本コースなど多種多様な場所で授業
を行うことがある。ボールについても，正式なゴルフ
ボール以外にもプラスチックボールやターゲットバー
ドゴルフボール，ウレタンボール，スポンジボールな
ど状況に応じた用具を使用することになる。そのよう
な中で，教場や用具に応じて授業を行わなければなら
ず，他の球技の授業には少ない特殊性がある。授業形
態においても，通常授業や集中授業があり，学生の技
術レベルも様々である。これらのことから，大学ゴル
フ授業は，大学の置かれた環境を考慮し，より一層の
授業展開の工夫が求められる。
また，ゴルフは非常に多くの大学で開講されている
授業であるが，担当教員の専門スポーツがゴルフであ
る教員はわずか4.8% と，ほとんどが専門外であり，
専門スポーツが球技系でない教員は47.5% もいる（北
ほか，2016）。専門スポーツ外の教員が教えているこ
とが多いのも，ゴルフ授業の特徴といえる。
さらに，ゴルフは事故が重大な怪我につながる可能
性が高いスポーツでもある。ゴルフは他の球技とは異
なり，ボールを複数使用するため１つのボールに集中

していないことが多い。また，特に学内グラウンド等
での授業においては，複数のプレイヤーがそれぞれの
ボールで同時にプレーし，近くに他の学生がいること
が多いことから，安全面に対しての配慮が必要となっ
てくる。打球やスイングによるクラブのヘッドスピー
ドが高速であることや，グリップがすっぽ抜ける，ク
ラブが折れる，ボールが当たる，といったことが起こ
りえることがあり，他種目と比べ，危険の度合いが高
い（髙𣘺ほか，2016）。事故に繋がらない場合でも，
多くの授業において「ヒヤリハット」が起きている現
状があり，ゴルフ授業担当者の46.2％がヒヤリハット
経験があることから，重大事故が起きる前に対策を取
る必要がある（髙𣘺ほか，2016）。

出典元：ゴルフの授業実践（三恵社），p.29

ゴルフ授業の流れとしては，①グリップ・スタンス，
②基礎スイング練習，③ショートアイアン，④ミドル
アイアン，⑤ロングアイアン・ウッド，⑥コースラウ
ンドという流れになる。ゴルフの本質は，コースにお
いて打数を競い合うことであるが，大学ゴルフ授業に
おいては打ちっぱなし授業になりがちである。そのた
め，コースラウンドを前提とする授業展開が必要と
なってくる。とはいえ，ボールと打てなければラウン
ドはできないので，スイング練習やアプローチ練習を
基礎練習としながら，学内コースラウンドを目標とし
た授業を行う必要がある。学内コースづくりでは，①
コースを交錯させない，②コース帳を調節する，③ハ
ザードを設置する，④授業時間内で終了できるホール
数および距離，等を考慮した設定が必要となってくる。

表．大学ゴルフ授業におけるヒヤリハットの分類
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<RT3> アクティブラーニングを用いた大学体育

企画 ･司会　田　原　亮　二 
（名桜大学）�

　　　中　山　正　剛 
（別府大学短期大学部）�

話題提供者　田　原　亮　二 
（名桜大学）�

　　　中　山　正　剛 
（別府大学短期大学部）

本ラウンドテーブルのねらい
中央教育審議会（2012）は，大学教育の課題を「従
来のような知識の伝達・注入を中心とした授業」で
は，「生涯にわたって学び続ける力，主体的に考える
力を持った人材」は育成できないと指摘している。こ
れからは，「教員と学生が意思疎通を図りつつ，一緒
になって切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に
成長する場を創り，学生が主体的に問題を発見し解を
見出していく能動的学修」を「アクティブラーニング」
と定義し，アクティブラーニング型授業へのパラダイ
ムシフトの必要性を強調している。
本ラウンドテーブルではアクティブラーニングの要
点（特性・ねらい・求められる成果 等）を確認し，
現行の大学体育はアクティブラーニングになり得てい
るのかについて，先行事例や参加者の実践例を基に検
討する。さらに，大学体育におけるアクティブラーニ
ングの展望について議論を行った。

アクティブラーニングとは
溝上（2014）はアクティブラーニングを「一方向的
な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り
越える意味での，あらゆる能動的な学習のこと。能動
的な学習には，書く・話す・発表するなどの活動への
関与と，そこで生じる認知プロセスの外化を伴う。」
と定義している。
（認知プロセスの外化：論理的／批判的／創造的思
考，意思決定，問題解決などの情報処理の過程をアウ
トプットする行為）
アクティブラーニングは知識伝達型講義よりも社会

人基礎力（経済産業省），汎用的技能（文部科学省）
などに示される技能・態度を広く育成できる特徴があ
り，それが求められる成果の一つとして据えられてい
る。特に，アクティブラーニングにおけるコミュニ
ケーションは知識をベースにして行われるものとされ
ている。

大学体育はアクティブラーニングになり得て
いるのか
先に述べた定義に従えば，体育授業は身体を動かす
という活動に関与するため，その点だけに注目すると
必然的にアクティブラーニングとみなすことができ，
さらに両者の親和性は高いと考えることができる。し
かし，認知プロセスの外化というレベルまで考慮する
と，単にスポーツ種目をやらせるだけの授業は，アク
ティブラーニングとはなり得ていないと言え，ここに
今日の大学体育授業の課題が集約されていると考えら
れる。

アクティブラーニング型大学体育授業づくり
学生主体で実施するアクティブラーニング型授業
は，①個人－集団の活動，②授業内－授業外活動の２
つの次元により構造化される。そして授業内外での知
識の習得，実践，ディスカッション・リフレクション
などを様々な技法を駆使して行い，学習する。大学体
育授業をアクティブラーニング型にするための初歩と
しては，他の講義型授業と同様に，コメントシートが
導入しやすく，既に様々な授業内容に関する事例が報
告されている（木内，2009　中山ら，2014など）。次
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のステップとなるのが話す・発表などの活動である
が，アクティブラーニング型の授業を発展させる分岐
点とされていることからも分かるように決して容易な
課題とは言えない。書く・話す活動を充実させるには
知識が求められ，グラウンドや体育館が主な活動場所
となる体育授業の特性を考慮すると，授業外での知識
の習得がアクティブラーニング型の大学体育を構築し
ていく上での要点となると考えられる。

本ラウンドテーブルの流れ
本ラウンドテーブルの90分の流れは以下のとおりで
ある。
ステップ１：本ラウンドテーブルの説明（10分）
ステップ２：話題提供（２名から30分）
ステップ３：グループ分け，アイスブレイク（10分）
ステップ４：アクティブラーニングの実践につい
て，グループの先生方で紹介しあう（30分）
ステップ５：各グループで代表者を決め，話し合っ
た内容を発表する（10分）

ラウンドテーブルを終えて
このラウンドテーブルでは，何かの解を求めるので
はなく，アクティブラーニングを活用した大学体育授
業の展望について議論することであった。まだまだ議
論の余地はあったが，参加者同士がそれぞれの取り組
みを共有できたことが大きな収穫だったと思われる。
中には，「専門の実技授業にも応用できる」や「アク
ティブラーニングばかりに振り回されないようにしな
いと」といった意見も出てきた。これからも，授業の

到達目標を効果的に達成させるためのツールとしてア
クティブラーニングを活用していきたいと思う。

参考文献
溝上慎一（2014）アクティブラーニングと教授学習パ
ラダイムの転換．東信堂．
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<RT4> 日本版 NCAA設立に向けての動向と課題

企画 ･司会 ･話題提供者　池　田　孝　博 
（福岡県立大学・文部科学省「大学スポーツの振興に関する検討会議タスクフォース」委員）

１．RT企画の趣旨
先頃の報道により，全米大学体育協会（National 

Collegiate Athletic Association: NCAA）を参考に，文部
科学省が「大学横断的かつ競技横断的統括組織（以下，
日本版 NCAAと略す）」の創設を盛り込んだ方針を取
りまとめたことが伝えられた。米国の大学スポーツは
３層構造になっており，大学（University, College），
大学グループによって構成される地域リーグとしての
カンファレンス（Conference），カンファレンスを統
括する NCAAが存在する。また，その収益は約1,000
億円で，英国サッカーのプレミアリーグを超え，米国
の主要プロスポーツを軒並み上回っていると試算され
ている。しかしその一方で，NCAAビジネスは，一部
の競技のテレビ放映権によって収入の大部分が占めら
れているという現実も報告されている。さらに，大学
の体育局の多くは経営面で赤字に苦しみ，それが財政
を圧迫しているものの，スポーツ観戦が学生のキャン
パスライフの重要な一部を占めているため，投資を止
められないという指摘もある。来る東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の開催を控え，近年，大
学スポーツの振興および日本版 NCAA創設に向けた
議論は，俄かに加速してきた。筆者は，昨秋より文部
科学省「大学スポーツの振興に関する検討会議タスク
フォース（TF）」の委員として，日本版 NCAA創設に
向けた議論に参加した。そこで，日本版 NCAAをめ
ぐるこれまでの動向と議論について情報提供を行い，
大学の体育スポーツに関わる教育研究者がこの問題に
どのように取り組んでいくべきかを討議する場を設定
する目的で，本 RTを開催した。

２．日本版 NCAAに関わる行政の動向
１）スポーツ未来開拓会議
スポーツ庁と経済産業省によって平成28年２月に立
ち上がった「スポーツ未来開拓会議」の趣旨は，「2020
年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
に向けて，国民・民間企業における消費・投資マイン

ドの向上，海外から日本への関心の高まりなどが予想
されることから，この機会を最大限に活用し，スポー
ツ産業を活性化させるため，有識者による議論を通じ
て，2020年以降も展望した我が国スポーツビジネスに
おける戦略的な取組を進めるための政策方針の策定」
にあった。その検討事項には「学生スポーツの収支拡
大」があり，平成28年６月の中間とりまとめには，高
校，大学スポーツの資源の活用の方向性と，大学ス
ポーツの振興に関する検討会議の開催を具体的な取り
組みとすることが示された。
２）大学スポーツの振興に関する検討会議
文部科学省は，大学スポーツの振興に向けた方策な
どについて検討するため，平成28年４月に「大学ス
ポーツの振興に関する検討会議」を設置した。この会
議においては，①大学トップ層への理解の醸成，②大
学スポーツのビジネス化，③スポーツ教育・研究の充
実，④学生アスリートのデュアルキャリア支援，⑤大
学スポーツの地域貢献という個別課題について議論が
なされ，８月にはその「中間とりまとめ」が公表され
た。この「中間とりまとめ」の概要には，大学スポー
ツの振興に向けた基本的な考え方（方針），個別テー
マの目標・達成に向けた取り組みとともに，日本版
NCAAの在り方が示されている。それによると，我が
国の大学スポーツでは，学生競技連盟（以下，学連）
が重要な役割を果たしているが，種目別および地域別
の組織体制や，学生主体の運営，さらには法人格の取
得（非取得）等，その形態が多様であり，大学スポー
ツ界全体としての方向性を共有しにくい状況にあると
認識されている。他方，米国には大学スポーツを取り
まとめる団体として NCAAが存在しており，加盟大
学に統一的規制（練習時間や休息日，学修支援，成績
管理，出場資格，高校生リクルート等に関する様々な
ルール）を課しつつ，放映権等の収益をもとに大学ス
ポーツの振興に寄与する活動を行っている。ただ，米
国 NCAAについては，過度の商業主義やアマチュア
リズムの形骸化に関する指摘もあるため，日本版

ラウンドテーブル
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NCAAの方向性を検討するにあたっては，米国の良い
面・悪い面を分析し，日本の大学スポーツの文化や歴
史を考慮した公共的役割を担う存在としての独自の制
度設計が必要とされている。そのため，検討会議の下
に TFが設置され，平成28年度末までの集中的議論に
よって，日本版 NCAAの方向性について結論を得る
ことが目指された。
３）タスクフォースにおける取り組み
大学スポーツの振興に関する検討会議の「中間とり
まとめ」を受け，日本版 NCAA創設に向けた TFは平
成28年11月に第１回の会議を開催し，具体的な検討事
項を，日本版 NCAAの理念，役割および制度設計と
することが決定された。また，会議においては関係す
る組織・団体のヒアリングを行い，具体的な課題の抽
出や今後の方向性について議論が進められた。ヒアリ
ングは，５大学，学連等の３競技団体，企業３社の関
係者を対象に実施された。また，米国の NCAAや英
国の BUCSに関する調査報告も行われた。最終とり
まとめでは，社会的諸課題への解決を求められる大学
における運動部活動への期待や「観る」スポーツとし
ての可能性が確認される一方で，これまでの大学ス
ポーツは学生による自主的・自律的な課外活動であ
り，大学の関与は限定的であったことや，学生競技団
体（学連）の組織としての課題など，現状の問題点に
ついても認識が共有され，学生アスリートの学業環境
への支援，運動部局の運営（指導者や資金の確保，責
任体制，事故・事件時の対応），大学の教育・研究と
の連携，学連間の連携等の課題に向けた改革のため
に，大学スポーツ全体を総括し，その発展を戦略的に
推進する組織の必要性が確認された。その上で，我が
国の大学やスポーツの文化を踏まえた，日本版 NCAA

では，①スポーツを通じた学生の人格形成を図るとと
もに，母校や地域の一体感を醸成し，地域・経済の活
性化や人材の輩出に貢献する。②学生アスリートの学
業環境の充実を図るとともに，学業とスポーツの両立
を目指し，大学スポーツの発展を実現する。③事故防
止など運動部活動の安全性を向上させ，本人や関係者
にとって安心できるものとする。④我が国のスポーツ
の文化，歴史を尊重しつつ，大学，学連等が協調・連
携するためのプラットフォームとしての役割を担う。
⑤「観る」スポーツとしての価値を高め，収益を大学
スポーツに還元する好循環を創造し，我が国全体の雇
用の創出，経済成長につなげる。⑥競技種目，大学の
立地，性別，障害の有無などにより不利益を被ること
がないように取り組むことが理念として掲げられた。

また，このような理念に基づく役割として，①学生ア
スリートの育成（学業成績要件の統一，デュアルキャ
リア支援，インテグリティ教育等），②学生スポーツ
環境の充実（スポーツ活動への支援，保険制度の充実，
不祥事・勧誘等に係るルール作り等），③地域・社会・
企業との連携（地域貢献活動の総括，会計等のガイド
ライン整備・相談窓口，権利関係の調整等）が期待さ
れることを確認した。さらに，日本版 NCAAが目指
す組織体制として，民間の法人として設立し，民間資
金による運営を基本とすること，日本版 NCAAの活
動に対して，原則として大学，学連の任意による自主
参加とすること，大学，学連が加盟のメリットを実感
できるものを目指すこと，大学，学連等の従来の活動
を阻害することなく，それらと調和したものとするこ
と，安定した収入源を得るため，様々な手法の開拓を
図ること，当初は実行可能な分野，規模からスタート
することが示された。以上の TFによる最終とりまと
めは，当初のスケジュールに従って，大学スポーツの
振興に関する検討会議に報告され，それを踏まえた検
討会議の最終とりまとめは，平成29年３月10日に公表
された。

３．大学スポーツに関する検討会
このような動きの中で，日本版 NCAAの在り方を

検討することを目的とした大学スポーツマネジメント
研究会が立ち上がり，平成28年１月に第１回会議が関
西地区（大阪大学），さらに平成29年１月に第２回会
議が関東地区（武蔵野美術大学）で開催された。会議
の中では，米国 NCAAの実態や，先進的な大学の取
り組み事例，大学と連携する企業による話題提供がな
された。なお，第２回の研究会において話題提供を
行った小林至氏（江戸川大学教授・大学スポーツの振
興に関する検討会議 TF座長）は，あくまで私見とし
つつも，日本版 NCAAに盛り込むに値する機能につ
いて，①所属大学の運動部の連絡調整や対外的な窓口
等，業界団体としての機能，②競争の公平性，「学士」
としての質の保証や，学業優先のための規則の管理・
運用・指導等，所属大学に対しての監督機能を挙げ，
これらを実現するための資金作りや，各種競技大会の
運営や各種権利の管理代行等が，日本版 NCAAの事
業となるという考え方を示している。
これらの研究会を契機として，関東および関西にお
いては地区ごとに「大学スポーツに関する検討会」が
立ち上がり，それぞれの地域に根差した日本版 NCAA

の在り方に関わる議論が進められている。検討会設立
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の趣意書には，我が国の近代スポーツが，明治時代に
旧制高校や旧制大学で教鞭を執っていた外国人教師に
よってもたらされ，学生によって愛好され発展し，そ
の後の現代的スポーツの多くも学生の自主的な活動と
して取り組まれているという経緯を踏まえつつ，昨今
における大学のスポーツ活動は，学生の自主性に任せ
られる大学がある一方，競技の高度化に伴い，コーチ
ングスタッフの配置や学生寮の整備，スポーツ推薦入
試，奨学金など大学の支援が強化される事例もあるこ
と，さらには，大学教育の質保証の観点から，運動部
学生の学修支援や就職支援の取り組みも進められてい
る現状や，運動部が競技連盟や同窓会とのつながりが
強いことなど，現在の大学スポーツに対して各大学で
は解決しづらい問題があること，さらに，国は成長戦
略の一つとしてスポーツ立国を掲げ，大学スポーツ振
興に取り組むことは歓迎しつつ，大学スポーツ関係者
としてもこれまで蓄積してきた経験をもとに自らの問
題として連携して取り組む必要があることが確認さ
れ，当該地区において，運動部の「民主的で公明正大
な組織運営」「科学的・人道的コーチングや支援」「運
動部学生への学修支援やキャリア支援，リーダーシッ
プ養成」などを実現することが目標とされている。

４．日本版 NCAAの今後の課題
スポーツ庁は，平成29年度概算要求主要事項の中
に，スポーツの成長産業化を掲げ，日本版 NCAA創
設事業について，４億円の新規予算を計上した（12月
末の政府予算案では１億円で閣議決定された）。これ
により，大学スポーツを全学的に推進する体制を整え
るための産学官連携協議会の設置や，大学スポーツを
全学的に推進する体制を整える大学に対して，「大学
スポーツ・アドミニストレーター（SA）」の配置し，
日本版 NCAAの中核となる大学群の形成につなげる
ことを目指している。
日本版 NCAAが米国の構造を模するならば，全国

組織の創設と同時に，地域においてはカンファレンス
などの組織化，各大学においては人材や組織の配置が
課題となる。しかしながら，日本版 NCAA創設が予
定されている平成30年以降に，地域の組織化および大
学内の整備が，トップダウンのプロセスのみで進んで
いくとすれば，日本版 NCAAには各大学や地域の実
態や実情を反映できない。全国組織の創設と並行し
て，人材や組織の配置など各大学が抱える課題解決の
ための情報共有，意見交換や大学間の意見調整，さら
には，大学間連携により共有された地域課題の解決に

むけた全国組織への提言など，ボトムアップの動きが
必要になると思われる。そのためには，関東・関西以
外の地域にも，大学スポーツに関する検討会が結成さ
れ，その活動が活性化することが望まれる。

また，大学 SAなどのビジネス面を担う人材の問題
と併せて検討する必要があると思われる事項は，大学
においてスポーツに関する教育研究に関わる教職員の
役割である。筆者は中島（2014）の「伝統文化が生き
残るための三要素（競争性・商業性・文化性）」をモ
デルとして，日本版 NCAAの在り方についての検討
を試みた。
日本版 NCAAの核となる大学スポーツは，運動部

および学生アスリートによって，これまで大学間の
「競争性」によって発展してきた。また，近年注目さ
れている日本版 NCAAのビジネスとしての可能性は
「商業性」であり，学内においては大学 SAやスポー
ツ局，学外では大学スポーツの活動を支援する企業
が，この担い手になることが期待されている。しかし
ながら，今後創設が目指される日本版 NCAAが，こ
の「競技性」と「商業性」のみで活動することについ
ては多くの批判があり，実際に様々な弊害が生じるこ
とが予想される。そこで，３つの要素のバランスを保
つ必要があるが，そのために求められるのは，大学ス
ポーツの「文化性」である。現在の大学を取り巻く状
況の中で大学スポーツの「文化性」を確立するために
は，その多くが学生時代にスポーツ活動に勤しみ，そ
の経験をもとにスポーツの教育研究に携わる大学教員
の役割が重要になると思われる。
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検討会議 TFが示した日本版 NCAAの役割のうち，
「学修支援の充実」「デュアルキャリア支援の充実」「イ
ンテグリティ教育」「医科学サポート」は，学生アス
リートが安心して競技活動に集中するためのアクセル
機能として期待されるし，「統一的な学業成績要件の
設定」は，学生アスリートやコーチによる学業軽視や
行き過ぎた勝利至上主義へのブレーキ機能を果たす。
そして，これらの役割を担うのは，教務や学生支援な
どの校務を分掌する大学の教職員組織であり，その中
でもスポーツの教育研究を専門とする教員の役割は重
要になると思われる。大学の教育研究者によって，大
学スポーツの「文化性」の在り方が大いに議論されな
ければならない。

５．RTを終えて
ビジネス化からスタートした大学スポーツ振興の議
論は，学生アスリートのための教育・支援の充実によ
る現状の問題点の改善など，大学スポーツの健全化も

含めた大きな流れになりつつある。日本版 NCAA創
設に纏わる報道には，そのビジネス性を強調したもの
が多く，これに対する嫌悪感や拒否反応も踏まえた上
で，その払拭に努めたつもりであるが，筆者の力不足
が影響して，その役割を果たせたのか，大いに反省し
ているところである。しかしながら，急な提案にもか
かわらず，予想を超える参加者を得て，積極的な議論
ができたことには，企画者として安堵するとともに，
本件への関心の大きさを再認識した。最後に，参加者
の皆様に紙面を借りて謝意を示したい。また，筆者と
ともに検討会議 TF委員を務め，本フォーラムでも他
の RTと並行して，本企画のサポートいただいた小林
勝法先生（文教大学教授・全日本大学体育連合専務理
事）にも心より感謝申し上げたい。

・中島隆信「経済学ではこう考える」慶應義塾大学出
版会，2014．
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平成28年度 九州地区大学体育連合春期研修会に参加して

実行委員長　田　原　亮　二 
（名桜大学）�

副実行委員長　中　山　正　剛 
（別府大学短期大学部）

� 実行委員長　名桜大学　田　原　亮　二
2017（平成29）年３月14日（火）および15日（水）
の２日間にわたり，沖縄県青年会館において平成28年
度九州地区大学体育連合春期研修会が開催されまし
た。この研修会が沖縄県で開催されるのが初めてのこ
とであるだけでなく，大体連が主催する大学体育研究
フォーラムとの合同開催となることも初めての試みで
あり，初物尽くしの研修会となりました。
沖縄での開催ということもあり，参加者が少なくな
ることが不安視されていたものの春期研修会としては
過去に無い92名の方に参加していただくことができ，
26演題（研究13，事例13）もの一般発表を数えること
となりました。夕刻からの情報交換会には，52名の方
が参加し，各地から訪れた大学体育関係者と九体連の
会員が議論に花を咲かせており，九州のパワーを存分
にアピールする研修会となりました。

副実行委員長　別府大学短期大学部　中　山　正　剛
平成28年度の春期研修会は，大学体育研究フォーラ
ムとの合同開催ということもあり，研究発表だけでな
く，ワークショップ，特別講演，シンポジウム，ラウ
ンドテーブルと盛りだくさんのプログラムで構成さ
れ，参加者も発表数もこれまでにない数となりました。
ワークショップでは，小林雄志先生より，「どのよ
うな学生に対してどのような学習目標を達成させるの

かを明確にするための方法」を学び，特別講演では，
橋本公雄先生より，「大学体育の価値と評価について」
を九体連のメンバーと実施した最新のプロジェクト研
究についてご紹介いただき，シンポジウム（西田順一
先生，木内敦詞先生，杉山佳夫先生）では，３つの立
場から「大学体育の価値と評価」について実践例を基
に紹介していただき，非常に詳しく学ぶことができま
した。また，大学体育授業についてだけでなく，ラウ
ンドテーブルでは，「日本版 NCAA」についても議論
され，大学体育・スポーツを取り巻く価値ある情報ば
かりで，大変充実した研修会となりました。
実行委員長の田原亮二先生を中心に，九州地区大学
体育連合と大学体育研究フォーラムの両実行委員と力
を合わせて準備をする段階で，合同ということもあり
初めてのことが多く，私自身，色々と大変なこともあ
りましたが，参加された先生同士が大学体育における
様々な工夫や取組，課題を共有している様子を見て，
企画して良かったと本当に思いました。これもご協力
いただいた先生方のおかげです。本当にありがとうご
ざいました。


